
紙面に掲載した写真の動画が、
ARアプリ「SATCH VIEWER」
で見られます。臨場感ある動
きをお楽しみください。

① 「SATCH VIEWER」アプリをスマートフォンにインストール。
② トップ画面の“いますぐSCAN”をタップしてカメラを起動。
③ 対象画像にかざしてタップすると、そこにはないものがでてきます！

大きい写真の場合は、
写真の中心付近にカメ
ラをかざしてください。

※「SATCH VIEWER」はGoogle Play/
App Store/auスマートパスから 直接
ダウンロードしてください。※一部、
非対応機種があります。※「Google 
Play」はGoogle Inc.の商標、または登
録商標です。※「App Store」は、米国
およびその他の国々で登録された、 
Apple Inc.の商標です。

漫画学校紹介 漫画学校紹介 横浜市立南高校横浜市立南高校

お仕事図鑑 お仕事図鑑 全国通訳案内士全国通訳案内士ほかほか

高校生記者リポート高校生記者リポート
　　よこはま国際フォーラムから／大学探訪・神奈川大学国際寮／よこはま国際フォーラムから／大学探訪・神奈川大学国際寮／
　　米国国務省日本語研修所の外交官／国際理解入門セミナーSDGs 米国国務省日本語研修所の外交官／国際理解入門セミナーSDGs ほかほか

進学カフェ／かながわ部活ドリーム大賞／読者プレゼント進学カフェ／かながわ部活ドリーム大賞／読者プレゼント  ほかほか
H!P高校生記者在籍高校等（50音順）　H!P高校生記者在籍高校等（50音順）　厚木東・相模女子大高等部・湘南工科大付属・湘南白百合学園・厚木東・相模女子大高等部・湘南工科大付属・湘南白百合学園・
聖光学院・捜真女学校高等学部・桐蔭学園中等教育・法政大国際・大和東・横浜立野・横浜平沼・横浜雙葉聖光学院・捜真女学校高等学部・桐蔭学園中等教育・法政大国際・大和東・横浜立野・横浜平沼・横浜雙葉

米国国務省日本語研修所の外交官 神奈川大学国際寮

の付いた
写真が対象。

■編集協力　県教育委員会、県私立中学高等学校協会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、横須賀市教育委員会　　■発行　神奈川新聞社

桐蔭学園中等教育学校 桐蔭学園中等教育学校 模擬国連部模擬国連部
国際交流・国際理解いろいろ部活国際交流・国際理解いろいろ部活
　　県立麻生高校GCC部／横浜市立金沢高校異文化理解部／県立麻生高校GCC部／横浜市立金沢高校異文化理解部／
　横浜市立戸塚高校韓国文化研究同好会／川崎市立橘高校ICC部　横浜市立戸塚高校韓国文化研究同好会／川崎市立橘高校ICC部

県立横浜国際高校県立横浜国際高校

今回のテーマ 世界へ どこでもドア



世
界
に
飛
び
込
む
こ
と

受
け
入
れ
る
こ
と
を
学
ぶ

「
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
文
化
が
あ
る
。

偏
見
で
決
め
つ
け
て
は
い
け
な
い
」「
普

段
の
消
費
行
動
の
選
択
が
環
境
問
題
に

つ
な
が
る
」「
教
育
格
差
が
貧
困
の
差
を

生
む
」。
生
徒
た
ち
の
言
葉
に
は
熱
が

あ
る
。
教
科
書
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
か

ら
得
た
知
識
で
語
る
の
で
は
な
く
、実

際
に
海
外
で
研
修
し
た
り
、ホ
ス
ト
と

し
て
留
学
生
を
受
け
入
れ
た
り
し
た
実

体
験
か
ら
発
せ
ら
れ
る
言
葉
や
表
情
は

生
き
生
き
し
て
い
る
。

「
旅
行
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ギ
リ
ス
が

人
気
だ
け
ど
東
南
ア
ジ
ア
も
面
白
い
。

先
入
観
に
と
ら
わ
れ
ず
、い
ろ
い
ろ
な

国
に
興
味
を
持
っ
て
見
て
ほ
し
い
」。

そ
う
話
す
の
は
、「
国
際
交
流
委
員
会
」

の
委
員
長
に
立
候
補
し
た
鈴す

ず
き木
理り

い

な

維
那

さ
ん（
新
３
年
）。

同
校
が
外
語
短
期
大
学
付
属
高
時
代

の
１
９
９
２
年
か
ら
姉
妹
都
市
交
流
し

て
い
る
各
国
の
生
徒
受
け
入
れ
交
流
イ

ベ
ン
ト
の
運
営
も
、国
際
交
流
委
員
会

の
活
動
の
一
つ
。
パ
ー
テ
ィ
ー
で
は
、

ゲ
ー
ム
や
伝
統
的
な
踊
り
の
披
露
な
ど

を
企
画
し
、文
化
を
分
か
ち
合
っ
て
い

る
。「
韓
国
の
友
達
と
別
れ
る
と
き
は

お
互
い
涙
で
感
動
的
だ
っ
た
。
国
同
士

の
シ
ビ
ア
な
関
係
を
超
え
た
友
好
が
あ

る
」と
い
い
、手
紙
や
プ
レ
ゼ
ン
ト
交
換

の
輪
は
友
人
に
広
が
り
今
で
も
交
流
が

続
い
て
い
る
。

体
験
す
る
だ
け
じ
ゃ
な
い

帰
国
後
が
勝
負
の
海
外
研
修

「
海
外
ス
タ
デ
ィ
ツ
ア
ー
」は
、Ｓ
Ｇ

Ｈ
活
動
の
一
環
と
し
て
、Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定

を
受
け
た
２
０
１
４
年
度
か
ら
取
り
組

み
が
始
ま
っ
た
。
選
抜
さ
れ
た
２
年
次

の
生
徒
が
事
前
学
習
の
上
、約
５
日
間
、

海
外
で
課
題
研
究
す
る
。

２
０
１
７
年
度
、ベ
ト
ナ
ム
班
は「
ビ

ジ
ネ
ス
は
人
を
幸
せ
に
す
る
」が
テ
ー
マ
。

ベ
ト
ナ
ム
北
部
の
貧
困
地
域
で
労
働
の

た
め
に
学
校
を
欠
席
し
が
ち
な
子
ど
も

た
ち
が
い
る
。
彼
ら
に
算
数
と
ベ
ト
ナ

ム
語
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
学
習
を
提
案
し
た
。
ま

た
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
で
起
こ
っ
た「
ラ
ナ

プ
ラ
ザ
崩
壊
事
故
」を
調
べ
、フ
ァ
ス
ト

フ
ァ
ッ
シ
ョ
ン
な
ど
の
大
量
生
産
・
消
費

や
、売
り
手
だ
け
に
利
益
を
生
む
社
会

に
疑
問
を
感
じ
、売
り
手
・
買
い
手
・
世
間

の「
三
方
良
し
」を
実
現
し
て
い
る
ベ
ト

ナ
ム
企
業
を
訪
問
。
帰
国
後
は
環
境
問

題
に
取
り
組
む
日
本
の
企
業
を
訪
問
し
、

「
幸
せ
に
す
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
」を
研

究
し
た
。

「
環
境
」を
テ
ー
マ
と
し
た
ボ
ル
ネ
オ

島（
マ
レ
ー
シ
ア
）班
は
、森
林
を
開
拓

し
て
作
ら
れ
る
パ
ー
ム
油
に
着
目
し
た
。

現
地
で
収
穫
体
験
を
し
て
経
済
の
側
面

を
知
る
。
環
境
に
優
し
い
製
法
で
パ
ー

ム
油
が
作
ら
れ
る「
Ｒ
Ｓ
Ｐ
Ｏ
認
証

マ
ー
ク
」が
付
い
た
商
品
に
つ
い
て
も

学
習
。
そ
し
て
パ
ー
ム
油
不
使
用
の

チ
ョ
コ
レ
ー
ト
を
学
校
で
販
売
す
る
な

ど
し
て
知
識
を
広
め
て
い
る
。

石い
し
づ
か塚
紗さ

や

の

弥
乃
さ
ん（
新
３
年
）は
、「
自

分
が
手
に
す
る
商
品
が
環
境
破
壊
に
つ

な
が
っ
て
い
る
か
も
し
れ
な
い
」と
意

識
が
高
ま
り
、製
品
表
示
を
確
か
め
る

よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
。

国
際
平
和
貢
献
が
テ
ー
マ
の
カ
ン
ボ

ジ
ア
班
は
、最
貧
地
と
い
わ
れ
る
タ
サ

エ
ン
村
を
訪
れ
、無
償
の
日
本
語
学
校

や
地
雷
処
理
団
体
を
主
宰
す
る
高た

か
や
ま山

良り
ょ
う
じ二
さ
ん
の
元
を
訪
れ
た
。
現
地
で

「
学
校
は
教
師
不
足
や
イ
ン
フ
ラ
な
ど

の
問
題
で
継
続
で
き
て
い
な
い
現
状
を

知
っ
た
」と
市い

ち
か
わ川
優ゆ

う
か果
さ
ん（
新
３
年
）。

教
育
が
不
十
分
で
歴
史
や
政
治
に
関

心
が
な
い
こ
と
も
課
題
に
挙
げ
、帰
国

後
、日
本
語
と
歴
史
が
学
べ
る
簡
単
な

教
科
書
作
り
に
励
ん
で
い
る
。「
モ
ノ

の
寄
付
だ
け
で
終
わ
ら
せ
て
は
い
け
な

い
。
現
地
に
行
っ
て
本
当
に
何
が
必
要

か
学
べ
た
」と
い
う
。

磨
く
プ
レ
ゼ
ン
能
力

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
と
交
流
も

こ
の
よ
う
な
体
験
か
ら
得
た
こ
と
を

文
化
祭
や
報
告
会
、小
学
校
訪
問
で
伝

え
て
い
る
の
で
、プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
能
力
も
重
要
だ
。

学
校
に
は「
Ｇ
Ｓ
Ｙ（
生
徒
委
員
会
）」と

い
う
生
徒
主
体
の
Ｓ
Ｇ
Ｈ
活
動
団
体
が
あ

り
、社
会
問
題
に
つ
い
て
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
を
重
ね
、校
内
の
ほ
か
起
業
家
な

ど
に
プ
レ
ゼ
ン
発
表
を
し
て
い
る
。
他
の

Ｓ
Ｇ
Ｈ
指
定
校
の
生
徒
に
も
コ
ン
タ
ク
ト

を
取
り
、交
流
を
深
め
な
が
ら
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
の
場
を
広
げ
て
い
る
。

メ
ン
バ
ー
は「
人
前
で
意
見
を
言
え

る
よ
う
に
な
り
、自
信
が
つ
い
た
」と
口

を
そ
ろ
え
る
。
今
後
、発
表
の
場
は
、学

校
や
日
本
を
飛
び
出
し
世
界
中
に
広

が
っ
て
い
く
こ
と
だ
ろ
う
。

世
界
で
起
こ
っ
て
い
る
問
題
を

自
分
に
置
き
換
え
解
決
さ
せ
る
!

県
立
横
浜
国
際
高
校
は
文
部
科
学
省
か
ら
、国
際
的
に
活
躍
で
き
る
人
材
を
育
成
す
る「
ス
ー
パ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル
ハ
イ
ス
ク
ー
ル（
S
G
H
）」に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

さ
ま
ざ
ま
な
活
動
に
よ
っ
て
、語
学
力
は
も
ち
ろ
ん
、生
徒
た
ち
が
主
体
と
な
り
世
界
に
視
野
を
広
げ
問
題
解
決
す
る
能
力
が
育
ま
れ
て
い
る
。

県立横浜国際高校（YIS）
国際交流の取り組み

GSYは有志団体にもかかわらず83人も在籍。最近では2020東京
五輪中のビジネスプランやLGBTなど（性的少数者）について、ディ
スカッションし報告書も発行している。副リーダーの遠藤悠さん
（右）、石田陸さん（中央）と鈴木さん

12人が参加したカンボジア班。以前はタサエン村産のキャッサ
バ芋がタイに安く買われていたが、高山さんが焼酎造りに奮闘
していることを説明。左から市川さん、板倉晴香さん

GSY副リーダーも務める国際交流委員会委員長の鈴木さん（左）。留学
生を家で受け入れたのをきっかけに活動するようになった吾妻夏帆子
さん（右）は、鎌倉でハンコ作りを共にし、日本の文化を見つめ直した

（上）ベトナム班は11人参加。文化祭で展示した壁新聞を見
せながら説明する（左から）長谷川瑶菜さん、畑友梨弥さん
（左下）ボルネオ島（マレーシア）のボルネオ島班は8人。「地
球がどうなっているか、みんな知らないので伝えていきた
い」と、（左から）石塚さん、森屋香音さん　（右下）ボルネオ
島班制作のイラスト。自然環境で動物を保護している「ロッ
カウィワイルドパーク」を訪れた様子などもかわいらしく描
いている

海外スタディツ
アー

GSY（Global S
tudents from

 YIS）

国際交流委員会会議を通じ考える
理想的な国際社会
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仲間と育みグローバルリーダーに

県立横浜国際高校　横浜市南区六ツ川1-731
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 「新学期に欲しいもの」。物事を継続して続けられる集中力。やる気。学力。時間。早起きする精神力

【グランプリ】県立厚木東高校
【準グランプリ】県立弥栄高校／県立相模原中等教育学校
【チャレンジ賞】県立神奈川総合高校／県立高浜高校／県立座間総合高校
【アドバンス賞】県立横浜翠嵐高校／県立横浜平沼高校／県立川和高校
【スポーツ賞】県立横浜南陵高校弓道部／県立弥栄高校／県立厚木東高校男子バスケットボール部／県立厚木
北高校／川崎市立橘高校定時制
【文化賞】県立横浜翠嵐高校文芸部／県立弥栄高校／県立相模原中等教育学校クラシックギター部／横浜市立
横浜サイエンスフロンティア高校文芸部／県高等学校文化連盟囲碁専門部会（県立港北高校囲碁将棋部、県立
柏陽高校囲碁将棋部、桐蔭学園高校囲碁部）
【アクティブ賞】県立横浜旭陵高校吹奏楽部／県立磯子高校野球部／県立瀬谷西高校陸上競技部／県立相模原
中等教育学校吹奏楽部／県立鶴見養護学校ダンス同好会／県立茅ケ崎養護学校アートオールスターズ同好会
／県立座間養護学校バスケットボール部／中央大学付属横浜高校バトン部
【メンバーシップ賞】仲村仁希（県立神奈川工業高校定時制陸上競技部）／米津秀弥（県立磯子工業高校定時制バド
ミントン部）／池原詩野（県立横浜桜陽高校柔道部）／小田島舞（県立多摩高校放送特別委員会）／志澤喜代美（県

立平塚商業高校定時制卓球部）／市川万里子（県立湘南高校フェンシング部）／松本羽音（県立大和南高校吹奏楽部）
【キャプテン賞】長谷川楓（県立平塚商業高校女子バレーボール部）／佐野龍之介（県立厚木東高校男子バス
ケットボール部）／遠藤菜々（県立厚木北高校女子バレーボール部）／平松優（県立厚木北高校弓道部）／
大越士夢（県立大和南高校剣道部）／森谷茉里（県立伊勢原高校ダンス同好会）／上田雅隆（県立城山高校野
球部）／與那嶺未来（横浜市立戸塚高校定時制女子バレーボール部）
【マネジャー賞】深山友香（県立多摩高校水泳部）／宮﨑千尋、津村未来（以上県立相模原総合高校野球部）／
河野沙耶、谷美里（以上県立大和南高校陸上競技部）／桑原美空（県立伊勢原高校女子バレーボール部）
【顧問賞】中村元彦（県立厚木北高校サッカー部）／髙橋直也（県立大井高校野球部）／三輪和子（県立茅ケ崎
養護学校アートオールスターズ同好会）
【インストラクター賞】橋本麻希（県立川崎高校書道部）／井上英子（県立厚木東高校茶道部）／平本明子（県
立厚木東高校華道部）
【サポーター賞】横浜市川井地域ケアプラザ（県立旭高校）／石渡久佳（県立平塚商業高校女子ソフトボール部）
／県立弥栄高校運動部保護者会／伊藤玲子（県立厚木北高校ヨガ同好会）／鈴木孝文（県立厚木北高校吹奏楽
部）／神谷栄一（県立大和南高校生徒会・地域文化交流同好会）／山口宣秀（県立平塚盲学校話芸部・落語）

高校生のスポーツの祭典、全国高校総合体育大会（インターハイ）の神奈川県予選を兼ねる第56回県総合体
育大会（県高校体育連盟主催）が４月21日、大和スポーツセンターでの総合開会式で開幕する。
関東大会はバスケットボール女子、水泳、相撲の3種目を県内で実施。全国総体は7月26日から8月20日にか

けて三重、岐阜、静岡、愛知の東海地方４県で開催される。
全国総体スケート大会は2019年1月22日から26日まで福島県で、同スキー大会は同2月8日から12日まで秋

田県で開かれる。

県内で開催される関東大会の競技、日程は次の通り。
●バスケットボール女子（6月9、10日＝川崎市スポーツ・文化総合センター、とどろきアリーナ）
●水泳（7月21～23日・横浜国際プール、相模原市立総合水泳場）
●相撲（6月9、10日・三浦市若宮相撲場）

国
連
会
議
と
同
じ
手
法
で

決
議
案
を
採
択

桐
蔭
学
園
中
等
教
育
学
校
の
模
擬
国

連
部
は
部
と
し
て
も
、４
年
連
続
８
回

目
の
世
界
大
会
出
場
。
2
0
1
5
年
大

会
で
は
２
位
に
輝
い
た
。
中
高
一
貫
校

な
の
で
、部
に
は
３
年
生
の
後
半
に
入

部
し
、高
校
２
年
生
に
当
た
る
５
年
生

の
３
月
で
引
退
す
る
。

模
擬
国
連
は
国
連
会
議
と
同
じ
流
れ

で
行
わ
れ
る
。
大
会
で
は
主
に
英
語
が

使
用
さ
れ
る
が
、こ
の
日
は
春
に
４
年

生
に
な
る
新
入
部
員
が
会
議
の
流
れ
を

学
ぶ
た
め
に
日
本
語
で
行
わ
れ
た
。
議

案
は「
現
在
６
言
語
あ
る
国
連
の
公
用

語
を
、公
用
語
３
言
語
、準
公
用
語
１
言

語
に
削
減
す
る
場
合
、ど
の
言
語
を
採

用
す
る
か
」。

模
擬
国
連
の
場
合
、実
際
は
あ
ら
か

じ
め
与
え
ら
れ
た
国
の
現
状
を
生
徒
が

事
前
に
調
べ
、各
国
の
国
連
大
使
と
し

て
の
役
割
を
果
た
す
が
、今
回
は
新
４

年
生
の
た
め
に
事
前
に
調
べ
な
く
て
も

可
能
な
議
案
が
選
ば
れ
、各
国
の

主
張
も
先
輩
が
メ
モ
を
作

り
、生
徒
に
渡
し
た
。

こ
の
日
参
加
し
た
48

カ
国
の〝
国
連
大
使
〞は

Ａ
Ｂ
Ｃ
順
に
着
席
。
各
国

大
使
が
議
案
に
つ
い
て
意
見

を
述
べ
る
公
式
ス
ピ
ー
チ
は
今
回
、

１
回
に
つ
き
２
カ
国
が
１
分
ず
つ
。
ま

ず
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ
と
フ
ラ
ン
ス
大
使

が
ス
ピ
ー
チ
し
た
。

「
動
議
の
募
集
に
入
り
ま
す
」と
議
長
。

動
議
は
会
議
の
進
行
に
関
わ
る
提
案
。

「
1
カ
国
10
秒
で
８
分
間
の
モ
デ（
モ
デ

レ
ー
ト・コ
ー
カ
ス
＝
着
席
討
議
）を
提

案
し
ま
す
。
10
秒
間
で
各
国
の
主
張
を

述
べ
て
く
だ
さ
い
」。
バ
ン
グ
ラ
デ
シ
ュ

の
動
議
が
採
択
さ
れ
た
。

全
体
で
討
議
す
る
モ
デ
は
各
大
使
が

自
分
の
席
で
１
人
ず
つ「
○
○
大
使
で

す
。
第
１
優
先
言
語
は
英
語
、第
２
は

フ
ラ
ン
ス
語
を
推
し
ま
す
」な
ど
と
順

次
発
言
す
る
。

モ
デ
終
了
後
、挙
手
を
し

た
２
人
の
大
使
が
ス

ピ
ー
チ
。「
テ
ン
ポ
良
く

議
論
が
進
む
よ
う
に
、第

１
言
語
を
基
準
と
し
て
集

ま
る
べ
き
で
す
」「
国
連
は

2
0
1
5
年
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ（
持
続
可
能

な
開
発
目
標
）を
採
択
し
て
、『
誰
も
取

り
残
さ
な
い
』と
い
う
目
標
を
掲
げ
ま

し
た
。
そ
れ
を
頭
に
入
れ
な
が
ら
会
議

を
進
め
ま
し
ょ
う
」

そ
の
後
、タ
イ
大
使
の
動

議
で
30
分
の
ア
ン
モ
デ

（
ア
ン
モ
デ
レ
ー
ト・

コ
ー
カ
ス
＝
非
着
席
討

議
）を
採
決
。
会
議
は
動
き

出
す
。
ア
ン
モ
デ
は
大
使
が
議
場
で
自

由
に
動
き
、自
ら
の
主
張
を
訴
え
、利
害

を
調
整
し
、賛
同
者
を
集
め
る
。
目
標

と
す
る
Ｄ
Ｒ（
決
議
案
）の
提
出
に
は
、

決
め
ら
れ
た
数
の
ス
ポ
ン
サ
ー
（
共
同

提
出
国
）が
必
要
だ
か
ら
だ
。
ア
ン
モ

デ
や
会
議
中
の
メ
モ
回
し
な
ど
、水
面

下
で
交
渉
が
行
わ
れ
る
。

大
使
た
ち
は
席
を
立
っ
て
グ
ル
ー
プ

を
作
る
。
30
分
後
、二
つ
の
輪
に
集
約
。

必
要
数
の
ス
ポ
ン
サ
ー
を
獲
得
し
た
。

ス
ピ
ー
チ
を
挟
ん
で
、二
つ
の
Ｄ
Ｒ

提
出
の
動
議
が
出
さ
れ
、動
議
で「
ロ
ー

ル
コ
ー
ル
」の
投
票
形
式
を
採
択
、英
仏

中
語
と
ア
ラ
ビ
ア
語
を
公
用
語
と
す
る

案
が
採
択
さ
れ
た
。

皆
で
会
議
を
動
か
す
醍
醐
味

部
員
に
代
々
継
承

「
１
人
だ
け
で
は
議
場
は
動
か
な
い

し
、い
い
意
見
も
出
ま
せ
ん
。
交
渉
を

通
し
て
協
力
し
て
い
く
と
こ
ろ
が
模
擬

国
連
の
面
白
い
と
こ
ろ
で
す
」と
語
る

部
長
の
片か

た
だ田
晃こ

う
た太
さ
ん（
新
６
年
）。

刻
々
と
動
く
会
議
の
中
で
、自
国
の
国

益
や
良
好
な
国
際
関
係
の
た
め
、他
国

と
の
協
力
や
戦
略
的
な
駆
け
引
き
を
す

る
模
擬
国
連
。

ま
た
会
議
の
流
れ
の
中
で
、ス
ピ
ー

チ
や
動
議
を
い
か
に
的
確
な
内
容
で
タ

イ
ム
リ
ー
に
発
信
し
て
い
く
か
、ス

ピ
ー
ド
も
要
求
さ
れ
る
。「
ま
だ
分
か

ら
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、先
輩
に

付
い
て
い
け
る
よ
う
に
な
り
た
い
」と

新
入
部
員
の
平ひ

ら
も
と本
大た

い
き貴
さ
ん

（
新
４
年
）。

「
模
擬
国
連
の
楽
し
さ

を
伝
え
た
い
」。
こ
の
日

の
上
級
生
の
気
持
ち
を
片

田
さ
ん
の
言
葉
が
代
表
し
た
。
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会議を通じ考える
理想的な国際社会
スピーチや議論のノウハウ、後

輩へ

国連を模して、高校生や大学生が
国際問題を議論する模

擬国連は、世界中で行われている
。昨年11月の全日本高校

模擬国連大会では、桐蔭学園中等
教育学校の渡

わ た な べ

邊玲
れ お

央さ

ん・永
な が み

見大
だ い ち

智さん（新6年）ペアが最優秀賞を
受賞。ことし5

月にニューヨークで行われる世界
大会に出場する。

3

桐蔭学園
中等教育学校

模擬国連部

片田さんは「戦略的な駆け引きの中にも感動的なスピーチもあります」

３月末に開かれた春の練習会議ではテロ防止のテーマで会議監督を務めた渡邊さん

この日のテーマは公用語を選ぶこ
と。自由に議論するアンモデ終盤

は二つの大きな輪に。

写真は英語、フランス語、中国語を
公用語、アラビア語を準公用語に

するグループ

会議の冒頭、公式スピーチを行う〝バングラデシュ大使〟の渡邊さん

アンモデになると各国〝大使〟たちの動きが活発に。「○○に賛同の国
はこっちに！」。スタートは五つのグループに分かれた

アンモデで各国大使に交渉するタイ大使の永見
さん（中央）。渡邊さんとともにこの日の会議を
引っ張った

推したい言語のメリットなどを議論しながら整
理していく

かながわ部活ドリーム大賞 グランプリに県立厚木東高校

神奈川県高校総合体育大会　4月21日開幕、関東大会3種目を県内開催

部活動で優れた取り組みをした団体・個を人たたえる2017年度「かながわ部活ドリーム大賞」（県教育委員会主催）の表彰式が２月、藤沢市の県立総合教育センターで催された。グランプリには県立厚
木東高校（厚木市王子）が選ばれた。厚木東高校は、全国高校選手権で準々決勝に進んだ男子バスケットボール部など、部の活躍が保護者や職員、地域の人も活気づけたことや、茶道部、華道部の部活イン
ストラクターの長期にわたる指導が生徒主体の活動を支えてきたことなど、学校全体での取り組みが評価された。受賞高校・団体、受賞者は次の通り。（中学を除く）



G
C
C
部
は
多
言

語
学
習
や
留
学

生
と
の
交
流
を
通
し
て

他
国
の
文
化
を
学
ん
で

い
る
部
活
で
す
。

昨
年
は
文
化
祭
に
留

学
生
を
招
待
し
て
日
本

の
高
校
生
活
を
知
っ
て

も
ら
う
ツ
ア
ー
を
し
た

り
、留
学
生
と
の
交
流

パ
ー
テ
ィ
ー
で
日
本
の

文
化
を
紹
介
し
た
り
、外

国
の
方
と
宿
泊
研
修
や

他
校
と
の
英
語
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
し

た
り
し
ま
し
た
。

2
0
1
6
年
度
に
は

国
際
理
解
研
究
発
表
大

会
に
参
加
し
、優
秀
賞
も

受
賞
し
ま
し
た
。
今
後

も
国
際
的
な
視
野
を
深

め
る
た
め
に
、引
き
続
き

い
ろ
い
ろ
な
イ
ベ
ン
ト

に
参
加
す
る
予
定
で
す
。 

 

（
G
C
C
部
）

韓
国
文
化
研
究
同

好
会
の
主
な
活

動
は
、韓
国
語
の
資
格
取

得
を
目
指
し
て
勉
強
し

た
り
、韓
国
の
食
事
や
洋

服
、伝
統
的
な
遊
び
な
ど

の
文
化
体
験
を
し
た
り

す
る
こ
と
で
す
。

勉
強
す
る
と
き
は
、教

科
書
を
元
に
部
員
同
士

で
教
え
合
う
の
が
基
本

で
す
。
数
字
の
ハ
ン
グ

ル
や
読
み
方
な
ど
、簡
単

な
も
の
か
ら
学
び
合
い

ま
す
。
新
大
久
保
に
行
っ

て
韓
国
の
方
と
会
話
を

す
る
実
践
練
習
も
し
て

い
ま
す
。

韓
国
ド
ラ
マ
や
K
‐

P
O
P
を
見
た
り
聞
い

た
り
し
な
が
ら
、楽
し
く

活
動
し
て
い
ま
す
。

（
韓
国
文
化
研
究
同
好
会

部
長・緒
方
七
海
）

異
文
化
理
解
部
は
、

普
段
は
A
E
T

（
英
語
指
導
助
手
）と
の
会

話
や
英
語
ゲ
ー
ム
、海
外

事
情
研
究
や
日
本
を
紹

介
す
る
た
め
の
研
究
を

行
っ
て
い
ま
す
。
A
E
T

と
は
授
業
を
離
れ
て
部

活
動
で
親
し
く
接
す
る

こ
と
が
で
き
、近
い
存
在

で
す
。
料
理
も
教
え
て

も
ら
い
ま
す
。

私
た
ち
は
イ
ン
タ
ー

ア
ク
ト
ク
ラ
ブ（
奉
仕
団

体
の
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ

ブ
提
唱
）と
し
て
も
活
動

し
て
お
り
、そ
の
イ
ベ
ン

ト
で
昨
年
の
夏
は
台
湾

の
高
校
生
ら
と
交
流
し

ま
し
た
。
国
際
問
題
や

社
会
問
題
に
つ
い
て
他

校
の
意
識
の
高
い
高
校

生
た
ち
と
交
流
で
き
る

の
も
魅
力
で
す
。 

（
異
文
化
理
解
部
部
長・

 

清
水 

陽
）

I
C
C
部
で
は
、月

に
１
回
以
上
あ

る
海
外
の
方
と
の
交
流

に
向
け
て
準
備
を
行
い
、

交
流
当
日
は
み
ん
な
で

楽
し
く
英
語
で
話
を
し

た
り
、ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ

を
楽
し
ん
だ
り
し
て
い

ま
す
。

主
な
活
動
内
容
は
、川

崎
市
内
の
A
L
T
（
外
国

語
指
導
助
手
）と
の
交
流
、

J
I
C
A
横
浜
海
外
研
修

員
と
の
交
流
、某
国
立
大

学
留
学
生
と
の
交
流
、ア

メ
リ
カ
ン
ス
ク
ー
ル
ス

ク
ー
ル
ビ
ジ
ッ
ト（
学
校

訪
問
）な
ど
で
す
。

さ
ま
ざ
ま
な
交
流
を

通
し
て
英
語
力
を
高
め

た
り
、異
文
化
に
つ
い
て

学
ん
だ
り
し
て
い
る
と

て
も
国
際
的
な
部
で
す
。

（
I
C
C
部
部
長・

 

堺 

悠
香
）

国際交流・国際理解 いろいろ部活国際交流・国際理解 いろいろ部活
県内には、国際交流や国際理解の

部活動をしている学校が幾つもあ
る。4校の生徒に活動の内容、楽し

さを紹介してもらった。

文化祭に留学生を招待して交流したすごろくのような遊び「ユンノリ」で韓国文化を学ぶ

年に2回開いている「世界の料理教室」でビーフパティを制作中ハワイの高校生と交流。一緒に肉じゃがなどを作り、日本の食文化を紹介

留学生に日本の制服を紹介した

昨年12月の料理はジャマイカ料理のラ
イス＆ピーズ（左下）、アメリカ・クリス
マス・ハム（手前中央）など。ジャマイカ
人やアメリカ人のAETが教えてくれる

マレーシアの高校生との交流では、
ジェスチャーゲームを楽しんだ

 「新学期に欲しいもの」。どこでもドア、タケコプター、タイムマシン、暗記パン

マグネットのハングル文字。ゲームの
ように子音と母音を組み合わせて文字
をつくる

県立麻生高校
GCC部

（グローバル・カルチュラル・
コミュニケーション）

横浜市立金沢高校
異文化理解部
（CCU=クロスカルチュラル・
アンダースタンディング）

川崎市立橘高校
ICC部

（インターナショナル・クロスカ
ルチュラル・コミッティー）

横浜市立戸塚高校
韓国文化
研究同好会
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国際協力や多文化共生のまちづくりに取り組んでいる団体が活動報告などを行う「よこはま国際フォーラム2018」が2月、JICA横浜で開かれた。2日間で42団体が約50講座を開催。
参加者は講座をハシゴしながら、さまざまな問題や事例に目を向ける機会となった。高校生記者5人が4講座を聴講した。主催者構成団体：(特活)横浜NGOネットワーク・JICA横浜・(公財)横浜市国際交流協会

外国につながる若者が居場所づくり

横浜市国際交流協会

パレスチナ子どものキャンペーン

ふれんどしっぷASIA
野毛坂グローカル

タイのコーヒーで幸せ分かち合い
世代も国籍も超えたコミュニティー

難民の現状と支援を考える

中 国など外国につながる若者たちの社会的自立に向けて、自ら「Rainbowスペース」を立
ち上げた学生たち。メンバー全員、中学のころまでに中国から日本に転居し、さまざ

まな苦労をしてきた。特に言語の壁が厚く、あるメンバーは、「日本に来たときとても心細く、
とにかく一生懸命日本語を勉強した。それが今に生かせている」と語る。
Rainbowスペースには、学習・チャレンジ・Freeコーナーがありメンバーはコーナーごとに
集まった後輩たちにアドバイスをする。親に相談できないことも、相談してくる子も多い。
メンバーは、もっと意欲的になって夢を追ってほしい、との思いでRainbowスペースを通じて
皆が成長していく姿をバックアップしたい、と望んでいる。
最後に、｢将来はRainbowスペースをどうしていきたいか？｣との質問に、｢自分たちの個性

を出せる場所にしていきたい。そのためには、私たちが強くなることが大事だ｣と語っていた。

コ ーヒーを飲んでHAPPYな気持ちになったことはありませんか？」。
NPO法人「ふれんどしっぷASIA」の田中祥一さんの一言で、会場は

和やかな雰囲気に包まれた。
ふれんどしっぷASIAは、タイ北部の山岳民族の村で行われているコー

ヒー栽培を支援する現地財団のプロジェクトに協力している。収入の向
上を目指すそのプロジェクトではタイ山岳民族の持続可能な生活支援や
奨学金など教育支援を行っている。
そもそも一般的なコーヒー栽培では、生産者の受け取る収入は価格の
10%以下ともいわれている。しかし2008年から始まったこのプロジェク
トでは、フェアトレード（公正貿易）を取り入れることで、現地に住む方の
生活収入の向上と、重労働からの解放を目指している。さらに、持続的な
栽培のために他の果樹類を混植してコーヒーの木の寿命を延ばし、コー
ヒーの収穫以外からも収入を得られるようにするなどの工夫もしている
という。
フェアトレードのもとで栽培され、優しい味わいで朝から飲みやすいタイ

コーヒー。これを飲めば、私たちもタイの人々も皆HAPPYになれるだろう。

横 浜市西区の丘の上に建つ「CASACO（カサコ）」。外観は白を基調とし、広々とした窓が訪問者
に安心感を与える。一見住宅地の一角のように見えるこの建物。しかしその実態は多世代・

多国籍の人々が集う〝寺子屋〟であり、日本の年中行事を通じて近隣に在住している人と交流を深め
つつ、文化の違いを楽しむコミュニティーハウスだ。
運営する堀口雄貴さんは、「旅人や留学生らが地域に入り込みハブとなることで、人と人とのつな

がりや魅力を引き出す」と語った。留学生のホームステイを受け入れており、母国文化の違いを話の
タネに地域住民や子どもたち、町との関わりを住まいながら体験できる。そのため１階ではさまざ
まなイベントや定期的にカフェを開催しているのだ。
そんなグローバルでローカルな寺子屋は、2016年４月に改装を終えグランドオープン。資金が一切

出なかったため、2軒の長屋を一つにつなげ、何と自らの手でリビングルームや洗面所を改造したという。
「自分たちでこういう場所を作りたい！」。この思いが実り、現在では利用者が増加傾向にあるそうだ。

紛 争や迫害を逃れ、家を追われた人々は約6500万人といわれている。
このうち国外に逃れた「難民」2250万人の4～5人に1人がパレスチ

ナ人である。NPO法人「パレスチナ子どものキャンペーン」は31年前、レバ
ノン戦争の被害に遭ったパレスチナ難民の子どものために、日本で寄付金
を集めるキャンペーンを行ったことから始まった。そして今でも教育や医
療支援のために寄付を続けなければならない状況にある。
レバノンには国内に12カ所のパレスチナ難民キャンプが存在する。そのた
め、レバノンの人口の約４分の１がパレスチナ難民や隣国シリアから流入して
いる難民という。これは、日本で暮らす私たちには想像もつかない数である。
ワーベル難民キャンプで暮らしている女性は、映像の中で「夫も息子もシ

リアから出国できない状況にあり、2年間も連絡を取れていない。厳しい
生活をする私たちから、支援を減らさないでほしい」と話した。食糧、生活
物資、教育、医療などニーズに合わせたさまざまな支援が必要とされている。
たくさんの問題を抱える難民が、数多く存在する今、この状況が少しでも良
くなっていくことを願う。

執筆・浦田優奈（横浜市立南高校卒）

【国際問題、読者の関心事】①北朝鮮問題(圧倒的多数の67%) ②イスラエル・パレスチナ問題(12%) ③米トランプ大統領の政治方法(11%)、その他少数回答に、テロ、絶対的貧困、カタルーニャ州独立問題、EU、TPPなど

Rainbowスペースを運営する高校生、大学生らでつくる「にじいろ探検隊」が登壇。彼らは日本
語が苦手な中学生を対象にした学習支援教室（なか国際交流ラウンジ、横浜市中区）の卒業生。
自分たち、そして後輩たちのために、とそれぞれの思いを語った

よこはま国際フォーラム2018

コーヒー栽培から加工の工程をワークショップで〝体験〟する筆者（左）。ふれんどしっぷ
ASIAはタイやフィリピンの貧しい人々が自分の選択で生きていくことができる公正で平和
な社会づくりを目指し、教育支援などを行っている

横浜国立大学出身の若者による〝国際寺子屋〟「CASACO」の運営状況を語る堀口雄貴さん。この講
座では、CASACOなど、若者が多文化共生のまちづくりに取り組む実践事例を３例紹介。ビジネ
スの視点も取り入れ、多様な人々が互いに関わる社会を目指す

レバノンで取り組んでいるパレスチナ難民やシリア難民の支援について語るパレスチナ子ど
ものキャンペーンのメンバー。イスラエル建国に伴い故郷と家を失った70万人以上のパレス
チナの人々は、70年を経て500万人に膨れ上がっている

執筆・永田彩夏（相模女子大学高等部卒）　
参加記者・浦田優奈、竹渕舞

執筆・竹渕 舞（湘南白百合学園高校新3年）
参加記者・浦田優奈

執筆・浅岡 舞（捜真女学校高等学部新２年）=左
参加記者・実重華子

H!P高校生記者リポート
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「日本のアニメが好き！」

 　同寮に住む留学生は9月または4月入学
の交換留学生がメイン。3人は、昨年9月
に来日した。留学生として日本に来よう

と思った理由はさまざま
だが、共通しているの
はやはり、日本のア
ニメがきっかけで、
日本語や文化に興
味を持ったことだっ
たという。
フランスから
来たサンチェズ・
マニラさんは、初

めての経験で覚えなければいけ
ないことがたくさんある中、
「チューター（最初の2カ
月間お世話する学生）が
寮以外のことも生活全般
助けてくれたおかげで今、
過ごせている」という。台
湾のシェ・ホゥイリンさん
は、行きたい店の場所が
全く分からず戸惑ったと

き、そしてイタリアのカヴァッラロ・マル
ティナさんも、昨年11月に病気になって
困っていたときに、さまざまな人が助け
てくれたのがうれしかったという。
3人は、仕事（やるべきこと）に対す

る考え方、人間関係、ごみの分別、
トイレの使い方、マナーなど、
日本とそれぞれの国との文
化の差異にも悩むことは
あった、と口をそろえる。 

留学生の日常生活を
サポート

RAの学生はより良い寮
生活を送ることができるよう、毎月月
末にRA会議を開催している。留
学生が不便と思ったこと―例
えば居室が寒い、共用の物品
がなくなっている―や、文化
の違いから生まれる細かい事
柄など、日常の改善点につい
て情報共有しているという。
藤
ふ じ た

田春
は る な

奈さんは、留学した
韓国で多くの人に支えられ

たことで、帰国後RAとなる
ことを決心したという。
原
は ら だ

田千
ち さ と

仁さんは、語学を
学ぶと、その国の留学生と
交流するのが楽しくな

り、「寮ではすぐ
そばに留学生
がいる。そのまれな経験を
生かしたい」とRAに。
日本語を学びに来ている
留学生の案内は基本的に
日本語。中国、韓国などア
ジアからの留学生は特に日
本語レベルが高いので、語
学に関する問題はさほどな

いという。

多様な価値観 互いに尊重

寮に住む他の日本人学生たちにとっ
ても留学生の存在は大きい。国際寮に
入寮したことによって自分の中の価値
観を変えることができたという。積極
的にコミュニケーションを取るように
なり、人のことを常に気遣うようになり、

さらに 国際的な関わりを持て
るようになったという。
今回、取材してみて国際

寮の魅力を多く知ることが
できた。特に、自らをオープ
ンにし、他者への気遣いをで
きるようになるといった、自

分の内面の変化だけでなく、国籍や文化
の違いを肌で感じる
など、普段では体験
できないことが
できると思った。
国際寮は日本で
あまりメジャーで
はないものの、
今後増やすべき
価値のあるもの
であると感じた。

サンチェズ・マニラさん
留学生。漫画・アニメ「NARUTO」

のナルトの口癖「だってばよ」が、高
校時代に最初に覚えた日本語。経
済学部。

フランスフランス

神奈川大学国際寮（横浜市神奈川区）は、外国人
留学生と共生することで、国内にいながら日常生
活で異文化交流できる、新しいタイプの学生寮であ

る。2014年４月に開設され、外国人女子留学生・日本人
女子学生がそれぞれ50人ほど住んでいる。また、同寮には留
学生のサポートや寮内の交流イベント企画・運営などを担当す
るレジデントアシスタント（RA）の学生がいることも特徴である。
今回の取材では留学生3人（フランス・イタリア・台湾出身）、RAの2
人と寮で暮らす日本人学生3人が話をしてくれた。

シェ・ホゥイリン（謝惠琳）さん
留学生。台湾の大学では図書館

学科。日本語の授業も受けていた。
最近のお気に入りの言葉は「35億」。
外国語学部。

カヴァッラロ・マルティナさん
留学生。日本好きは、アニメ「るろ

うに剣心」から。シェアキッチンで
パスタ作りの腕を披露することも。
外国語学部。

藤田春奈さん
RA（レジデントアシスタント）と

して留学生の日常生活を助けるだけ
でなく、イベントのパーティーの中
でも日本の文化やルールを知っても
らう工夫をした。外国語学部卒。

原田千仁さん
RA（レジデントアシスタント）と

して企画する交流イベントでは、万国
共通のゲームなど、全ての国の人が楽
しめるよう心を砕いた。経済学部卒。

執筆／原 妃菜乃（横浜雙葉高校新３年）

参加高校生記者。永田彩夏、有森祐希、川島康平、
浦田優奈、原妃菜乃、横森皇陽

©1976, 1996, 2001, 2015, 2018 SANRIO CO., LTD. HP
APPROVAL NO.E-580327-1

各階にあるシェアキッチンで、「ときどき一緒
に作って一緒に食べるのが楽しい」と留学生。
食べ残しごみはどうするのか、など分別につい
てのルールを助言するのはRAの役目

談話室でさまざまな国の人が交流。好きな俳優の話や時には恋バナも。奥の3人は取材にご協力いただいた日本人学生。談話室でさまざまな国の人が交流。好きな俳優の話や時には恋バナも。奥の3人は取材にご協力いただいた日本人学生。
（右から3人目、続いて左へ）メジア・ファティマさん（外国語学部）、宮井七実さん（経済学部）、藤森智代さん（経済学部）（右から3人目、続いて左へ）メジア・ファティマさん（外国語学部）、宮井七実さん（経済学部）、藤森智代さん（経済学部）

イタリア

「日本のアニメが好き！」き好き！「日本のアニメ本

多様な価値観 互いに尊重

留学生の日常生活を生生の日常生活を常生活ををををを留学生の日学 活ををををを生活ををを
サポ トポサ ト

神奈川大学神奈川大学
国際寮訪問国際寮訪問

H!P高校生記者リポートH!P高校生記者リポート

大学大学探探訪訪

台湾台湾

孤独を恐れる若者へ
作者は恋愛小説作家のイメージが強いかもしれな

いが、もともとはピュアな感性の童話を20代で次々
と発表、童話作家として出発した。それら初期の短
編童話と、絵本のために書かれたテキストを計35編
収録。
センター試験にも出題されたという「デューク」を

はじめ、江國童話の主人公はみな、置かれた状況の中
で自分の価値観に従って選択し行動していく。主人
公は大人も老人も少年も少女も、みな対等にその人
の子どものころの感性を宿し続けている。
いずれも、孤独を恐れる今の若者にこそ読んでほ

しい作品。孤独は誰もが背負っているもの、誰にも
頼れず、自分の足で歩くしかない。でも、だからこそ
仲間との出会いもあれば、時にすてきな贈り物のよ
うな出来事もあるんだよ、と。 （理論社、1728円）

好きなものはコレ！  と言える勇気

「俺（私）がこれを好きだって言ったらみんな引

いちゃうんじゃないかな…」。そんなふうに思っ

たことはありませんか？　本当は、好きなことを

「好きだ」って堂々と言いたいけれど、勇気が出

ない。そんな方にオスス メなのがこのコミック。

「サンリオ男子」とは、サンリオキャラクターが

大好きな男子高校生たちのこと。「高校生の男子

がサンリオキャラ好きなんて変！」。そんな声は

どこ吹く風、彼らは堂々とサンリオキャラを愛し

ながら、恋愛も、学校行事も、日常生活も目いっぱ

い楽しんでキラキラした高校生活を送って いる。

Sho-Comiフラワーコミックスから、第5巻が

発売。女の子にも男の子にもぜひ読んでほし

い一冊。 （小学館、463円）「江國香織童話集」
江國 香織 著　柳生 まち子 画　

「サンリオ男子5」
杏堂 まい 著　監修・サンリオ
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官
に
な
る
に
は
、と
て
も
難

交
」を
担
う
職
業
で
あ
る
。
外
交
官
に
な
る
に
は
、と
て
も
難

し
い
試
験
と
丸
１
日
か
か
る
面
接
、そ
れ
か
ら
長
い
身
元
調
査

し
い
試
験
と
丸
１
日
か
か
る
面
接
、そ
れ
か
ら
長
い
身
元
調
査

に
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
人

に
パ
ス
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
終
的
に
採
用
さ
れ
る
人

は
と
て
も
少
な
い
。
外
交
官
に
な
っ
て
か
ら
も
頻
繁
に
転
勤

は
と
て
も
少
な
い
。
外
交
官
に
な
っ
て
か
ら
も
頻
繁
に
転
勤

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、家
族
と
過
ご
す
時
間
が
限
ら
れ

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
た
め
、家
族
と
過
ご
す
時
間
が
限
ら
れ

て
し
ま
う
な
ど
、生
活
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
職
業
で
あ
る
。

て
し
ま
う
な
ど
、生
活
が
大
き
く
左
右
さ
れ
る
職
業
で
あ
る
。

も
ち
ろ
ん
、や
り
が
い
も
大
き
い
と
い
う
。
な
か
で
も

も
ち
ろ
ん
、や
り
が
い
も
大
き
い
と
い
う
。
な
か
で
も

「
歴
史
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に

「
歴
史
に
直
接
触
れ
ら
れ
る
」と
い
う
言
葉
が
印
象
に

残
っ
た
。
パ
ベ
ッ
ク
さ
ん
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
で

残
っ
た
。
パ
ベ
ッ
ク
さ
ん
は
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
2
0
0
8

2
0
0
8
年年

の
イ
ラ
ク
戦
争
に
居
合
わ
せ
た
。
ピ
ケ
ッ
ト
さ
ん
は
メ
キ

の
イ
ラ
ク
戦
争
に
居
合
わ
せ
た
。
ピ
ケ
ッ
ト
さ
ん
は
メ
キ

シ
コ
市
で
サ
ッ
カ
ー
の
メ
キ
シ
コ
代
表
が
初
優
勝

シ
コ
市
で
サ
ッ
カ
ー
の
メ
キ
シ
コ
代
表
が
初
優
勝

（（
2
0
1
2

2
0
1
2
年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
）し
た
瞬
間
、市
民
と
と
も

年
ロ
ン
ド
ン
五
輪
）し
た
瞬
間
、市
民
と
と
も

に
歓
喜
し
た
そ
う
だ
。
こ
う
し
た
出
来
事
に
関
わ
る
こ
と

に
歓
喜
し
た
そ
う
だ
。
こ
う
し
た
出
来
事
に
関
わ
る
こ
と

が
で
き
る
の
は
外
交
官
な
ら
で
は
か
も
し
れ
な
い
。

が
で
き
る
の
は
外
交
官
な
ら
で
は
か
も
し
れ
な
い
。

外
交
官
は
仕
事
や
生
活
は
大
変
で
は
あ
る
も
の
の
、さ
ま

外
交
官
は
仕
事
や
生
活
は
大
変
で
は
あ
る
も
の
の
、さ
ま

ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
職
業
で
あ
る
。
外
交

ざ
ま
な
経
験
が
で
き
る
素
晴
ら
し
い
職
業
で
あ
る
。
外
交

官
に
な
る
に
は
、言
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、日
頃
か
ら
人

官
に
な
る
に
は
、言
語
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、日
頃
か
ら
人

間
関
係
も
大
切
に
す
べ
き
だ
と
パ
ー
キ
ン
ス
さ
ん
は
話
す
。

間
関
係
も
大
切
に
す
べ
き
だ
と
パ
ー
キ
ン
ス
さ
ん
は
話
す
。

厳
し
い
日
本
語
尽
く
し
の
日
々

厳
し
い
日
本
語
尽
く
し
の
日
々

研
修
所
で
の
生
活
は
と
て
も
大
変
だ
と
い
う
。
彼
ら
は

研
修
所
で
の
生
活
は
と
て
も
大
変
だ
と
い
う
。
彼
ら
は

朝
８
時
半
す
ぎ
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
授
業
を
受
け
、日

朝
８
時
半
す
ぎ
か
ら
午
後
３
時
半
ま
で
授
業
を
受
け
、日

本
語
習
得
に
向
け
て
日
々
学
習
し
て
い
る
。
研
修
所
に
は

本
語
習
得
に
向
け
て
日
々
学
習
し
て
い
る
。
研
修
所
に
は

ライアン・イングラッシャさん
Ryan INGRASSIA
卒業後の赴任先は札幌米国領事館（文化広報部）。最近

の任地はオーストラリア、アフガニスタン、南アフリカな
ど。文化広報部では、国際交流や留学を促進する。外交
官になる試験は難関のため「合格して国務省に入るまで数
年間他の仕事を経験している人が多いんですよ。私は子
ども向けのテレビライターでした」。家族に会えるのは年
に１回だけで、「ときどき悲しいです、泣きます（笑）。楽し
さもつらさも両方あります」。「歴史に参加した」と感じた
のは、南アフリカで反アパルトヘイト運動に身を投じ大統
領になったネルソン・マンデラさんの追悼式に世界各国の
要人が集まった場に居合わせた経験。冬季は東北でス
ノーボードをし、つかの間の休暇を楽しんだ。

ヴァーサ・パーキンスさん
Virsa PERKINS
卒業後の赴任先は駐日米国大使館（経済部）。最近の任
地はアフガニスタン、オランダなど。経済担当官の仕事は
「経済情勢や貿易のことをリポートに書いて本国に送った
り、米企業の振興を図ったりすること」。子どものころから
海外に行きたいという思いがあり、大学で日本語を勉強。
１年間の日本留学経験がある。「言語を習うことができる
し、旅行ができる。いい仕事だなと思って、一生懸命外交
官になりました」。電車の車中、漢字のアプリで勉強したり、
週末にも会話のパートナーを見つけて勉強したり、息抜き
も兼ねて日本のテレビドラマを見たり。高校生にもでき
る語学の勉強法も、「字幕付きのテレビドラマを見るのが
お勧め。習慣や文化も分かるようになります」

卒業後の赴任先は札幌米国領事館（領事部）。これま
での任地はメキシコ、エルサルバドル。領事官は日本に
いる米国人がトラブルに遭ったときに助けたり、ビザ発
行の判断をしたりするのが仕事。「一般的に、外交官の
仕事は、相手国の人と人間関係をつくること。コミュニ
ケーションする方法を考えます」。外交官になる前は警
察官。家族で赴任しており、「娘たちが海外の文化に触
れることはとてもいいこと。国際的な人になってほし
いから。私の家族はとてもラッキーだと思う」。週末は
子どもたちと自転車で出掛けるのが息抜き。弓道の
レッスンにも通っている。勉強のこつは「必ず、少しず
つ休憩を取ること」と高校生にアドバイス。

ロバート・ピケットさん
Robert PICKETT

メリンダ・パベックさん
Melinda PAVEK
卒業後の赴任先は駐日米国大使館（経済部）。科学技術
担当。国務省に入って14年目。高校でドイツ語、大学で中
国語を勉強し、大学院ではMBA（経営学修士）を取得。大
学時代の最初の海外旅行先が日本。その後英語教師とし
て再来日。最初の来日時、大使館で外交官の仕事を知り、
試験に挑戦。「外交官の生活は面白くて大変です。１年か
ら３年で転勤する必要がある。毎回その国の研究をする
のは疲れること。でも新しい友達ができるし、新しい文化、
国のことが分かるようになり、本当にいい経験になります」。
どこにいても、歴史的な出来事に触れる経験ができるのも
魅力という。息抜きは、米・シカゴに住むパートナーと毎日、
スカイプで話すこと。日本国内の旅行も好き。

「外交官の生活は面白くて大変」
「語学の勉強はドラマ観賞がお勧め」

米国国務省日本語研修所

アメリカの
外交官に聞く

所長のギャリー・Ｇ・大庭さん（奥中央）所長のギャリー・Ｇ・大庭さん（奥中央）
手作りのケーキでもてなしてくれた取手作りのケーキでもてなしてくれた取
材。研修生たちは授業終了後もこのラ材。研修生たちは授業終了後もこのラ
ウンジにある日本の新聞を読んでいる。ウンジにある日本の新聞を読んでいる。
「寝ても覚めても勉強の日々」を語って「寝ても覚めても勉強の日々」を語って
くれたくれた

▲ピケットさんの案内
で施設を見学。LIBRARY
（図書室）で、最初に習う
絵本を見せてもらう。
コンピュータールーム
や軽い運動用のウオー
キングマシンなども。▼

棚には日本でおなじ
みのドラマのDVDも

授業は日本人の先生10人の個室に、研
修生１～２人が訪れ行うスタイル。「授
業の準備をしておかないと、すぐ分
かってしまいます」とピケットさん

参加高校生記者
永田彩夏、横森皇陽、川崎理沙、浦田優奈

執筆／浦田優奈
（横浜市立南高校卒）

アメリカの外交官が日本国内の任
地に就く前に、日本の言葉や文字、歴
史や文化、経済などを学ぶのが、米国
国務省日本語研修所（横浜市中区山
手町）。外交官の仕事のことや、研修
生活について、Ｈ！Ｐ高校生記者４
人がインタビューした。この取材を
日本語で対応することを課せられた
研修生は、びっくりするほど流ちょ
うな日本語を話す。しかし研修の話
題になると、口々に「苦しい！」「先生
が厳しい！」「宿題が多すぎる」「漢字
が難しい」とため息混じりに授業の
過酷さを語って大笑い。外交官とし
て各国で経験を積んできた彼らだが、
勉強のつらさを語る〝学生〟の顔に、
ぐっと身近さを感じる取材となった。

米国国務省日本語研修所とは
米国国務省は日本の外務
省に当たる。日本には大使
館（東京）のほか、札幌、名古
屋、大阪、福岡、沖縄に領事館
がある。日本に赴任する外
交官は夏から約1年間、ここ
で会話、読み書きなどの集中
研修を受ける。専門分野で
ある政治・経済・領事・管理・
文化などに関する日本語能
力を高めるため、授業以外で
も日本の新聞を読んだり、視
察に出掛けたり、土日も自分
で勉強をしたりと、日本語尽
くしの生活を送っている。
現在12人が在籍。

H!P高校生記者リポート

外
交
官
と
い
う
職
業

研
修
所
で
の
生
活

日
本
と
日
本
語

米
国
大
使
館
か
ら
プ
レ
ゼ
ン
ト 

⬇ 

15
ペ
ー
ジ
へ
。



―
―
国
際
複
合
輸
送
と
は
、ど
ん
な
仕
事

で
す
か
。

国
際
複
合
輸
送
は
、特
に
海
外
と
の
つ

な
が
り
が
あ
る
仕
事
に
な
り
ま
す
。
通
関

業
務（
輸
出
入
時
の
税
関
へ
の
手
続
き
）と

並
ん
で
海
外
志
向
の
強
い
人
に
は
人
気
の

あ
る
職
種
で
す
。
一
言
で
い
う
と
貿
易
の

流
れ
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
こ
と
で
す
。

船
を
使
う
貿
易
の
流
れ
は
、一
般
的
に
生

産
地
か
ら
商
品
が
運
ば
れ
、通
関
手
続
き

を
行
い
公
海
へ
。
目
的
地
に
着
く
と
、通

関
手
続
き
を
経
て
消
費
地
に
輸
送
さ
れ
る
、

と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
を
輸
出
元
の
荷

主
さ
ん
が
希
望
す
る
場
所
ま
で
ト
ー
タ
ル

に
ア
レ
ン
ジ
す
る
仕
事
で
す
。

―
―
具
体
的
に
は
ど
ん
な
こ
と
を
す
る

の
で
す
か
。

私
が
ア
メ
リ
カ
の
子
会
社
に
出
向
し
て

い
た
と
き
の
業
務
が
そ
れ
で
す
が
、メ
ー

ル
や
電
話
で
依
頼
を
受
け
、ト
ラ
ッ
ク
や

倉
庫
の
手
配
、船
会
社
と
の
調
整
、出
航
か

ら
到
着
の
日
程
ま
で
、値
段
や
ス
ピ
ー
ド

を
荷
主
さ
ん
の
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
て
調
整

し
ま
す
。
海
外
に
系
列
会
社
が
な
い
場
合

は
、輸
出
先
の
契
約
代
理
店
と
連

絡
し
情
報
の
や
り
取
り
を
す
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
主
に
荷
主
さ
ん
と
の
や
り

取
り
が
大
切
に
な
る
の
で
す
ね
。

仕
事
の
面
白
い
と
思
う
と
こ
ろ

や
、や
り
が
い
は
何
で
す
か
。

自
分
で
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
た

も
の
が
荷
主
さ
ん
の
希
望
通
り
に

進
ん
で
い
っ
て
喜
ば
れ
る
の
は
う

れ
し
い
で
す
ね
。
他
に
も
、コ
ン
テ

ナ
に
入
ら
な
い
ク
ル
ー
ザ
ー
の
よ

う
な
大
き
な
も
の
を
運
ぶ
場
合
は
、

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
駆
使
し
て
最
適

な
専
用
の
船
を
探
し
た
り
、手
配
し

た
り
航
路
を
考
え
た
り
し
な
け
れ

ば
い
け
な
い
の
で
大
変
で
す
が
、と

て
も
や
り
が
い
を
感
じ
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
大
変

で
す
か
。

天
候
や
経
由
先
の
ト
ラ
ブ
ル
な

ど
理
由
は
さ
ま
ざ
ま
で
す
が
、ど

職 業 基 礎 デ ー タ職 業 基 礎 デ ー タ

願
い
し
ま
す
。

貿
易
や
物
流
の
専
門
知
識
や
用
語
な
ど

は
、会
社
に
入
っ
て
か
ら
仕
事
し
て
い
れ

ば
覚
え
ま
す
。
学
歴
も
関
係
あ
り
ま
せ
ん
。

国
際
物
流
の
会
社
は
、部
署
に
関
わ
ら
ず

世
界
と
つ
な
が
る
こ
と
が
で
き
る
仕
事
だ

と
思
い
ま
す
。

﹇
取
材・執
筆
﹈

県
立
松
陽
高
校
卒・有
森
祐
希

県
立
横
須
賀
高
校
卒・糸
井
沙
希

●
Ｈ
！
Ｐ
高
校
生
記
者
の
感
想

貿
易
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
知
識
は
な

か
っ
た
け
れ
ど
、取
材
を
通
し
て
貿
易

業
の
面
白
さ
を
知
る
こ
と
が
で
き
た
。

ま
た
物
流
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
仕
事
が
あ

り
、貿
易
は
そ
れ
ら
が
個
々
に
関
わ
り

成
り
立
っ
て
い
る
こ
と
に
驚
い
た
。
ニ

ー
ズ
に
合
わ
せ
る
こ
と
、物
事
に
素
早

く
対
応
す
る
理
解
力
は
仕
事
の
中
で
と

て
も
大
切
だ
と
感
じ
た
。（
有
森
）

輸
入
大
国
の
日
本
で
は
、海
を
介
し

た
物
流
が
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て

い
る
そ
う
で
す
。
普
段
私
た
ち
が
食

べ
て
い
る
食
品
が
ど
ん
な
経
路
を
た

ど
っ
て
来
て
い
る
の
か
、改
め
て
知
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
物
流
の
仕
組

み
を
通
し
て
、外
国
と
の
関
わ
り
を
こ

れ
か
ら
も
学
び
た
い
で
す
。（
糸
井
）

貿易・物流をコーディネートして支える

こ
か
の
港
で
止
ま
っ
て
し
ま
っ
て
貨
物
が

予
定
通
り
に
目
的
地
に
着
か
な
い
と
き
で

す
。
情
報
が
入
ら
ず
い
つ
到
着
す
る
の
か

分
か
ら
な
い
の
が
一
番
怖
い
で
す
。
直
航

便
だ
と
遅
れ
て
も
１
日
２
日
な
の
で
す
が
、

い
ろ
い
ろ
な
所
を
経
由
し
て
く
る
船
だ
と

そ
う
は
い
き
ま
せ
ん
。

―
―
ア
メ
リ
カ
で
仕
事
を
し
て
い
た
と

き
、苦
労
は
あ
り
ま
し
た
か
。

ア
メ
リ
カ
で
は
仕
事
面
で
も
生
活
面
で

も
何
も
か
も
自
分
で
や
ら
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
で
し
た
。
聞
け
ば
教
え
て
く
れ
ま

す
が
、聞
か
な
き
ゃ
分
か
っ
て
い
る
も
の

と
捉
え
ら
れ
た
の
が
、最
初
は
困
り
ま
し

た
。
ま
た
普
通
、日
本
の
会
社
は
日
本
人

の
お
客
さ
ん
を
相
手
に
し
ま
す
が
、当
社

子
会
社
で
は
日
系
の
お
客
さ
ん
は
ほ
と
ん

ど
い
な
く
て
英
語
だ
け
だ
っ
た
の
で
苦
労

し
ま
し
た
。
で
す
が
自
分
で
全
て
や
ら
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
は
仕
事
を

覚
え
る
意
味
で
も
経
験
と
し
て
も
役
に
立

ち
ま
し
た
。

―
―
語
学
力
は
重
要
だ
と
思
い
ま
す
が
、

ど
う
や
っ
て
身
に
つ
け
ま
し
た
か
。

親
の
会
社
の
関
係
で
小
学
校
の
中
学
年

か
ら
高
校
生
ま
で
英
会
話
教
室
に
通
っ
て

い
ま
し
た
。
高
校
も
英
語
科
の
あ
る
学
校

で
す
。
就
職
し
て
停
泊
し
て
い
る
外
航
船

で
仕
事
を
す
る
海
務
課
に
所
属
し
て
い
た

と
き
は
、実
際
に
船
員
と
打
ち
合
わ
せ
す

る
こ
と
も
あ
り
、日
常
会
話
が
あ
る
程
度

身
に
つ
き
ま
し
た
。

―
―
ア
メ
リ
カ
で
本
格
的
に
英
語
で
仕

事
を
す
る
と
な
る
と
、違
い
ま
し
た
か
。

や
は
り
電
話
で
や
り
取
り
す
る
の
は
難

し
か
っ
た
で
す
ね
。
メ
ー
ル
や
文
書
は
辞
書

な
ど
で
調
べ
て
い
ま
し
た
。
英
語
力
を
維
持

す
る
の
は
大
変
で
す
が
、今
で
も
外
国
か
ら

の
仕
事
の
問
い
合
わ
せ
が
メ
ー
ル
で
来
た

り
、海
外
出
張
も
あ
っ
た
り
す
る
の
で
、と
き

ど
き
英
語
は
使
っ
て
い
ま
す
。
だ
い
た
い
ど

こ
の
国
で
も
英
語
は
通
じ
ま
す
。
実
は
僕
は

語
学
を
勉
強
す
る
の
は
好
き
だ
っ
た
わ
け

で
は
な
い
ん
で
す
よ（
笑
）。
で
も
勉
強
し
て

お
く
に
越
し
た
こ
と
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
高
校
生
に
向
け
て
一
言
お

世界とつながる横浜港の大黒ふ頭。岸壁に沿って三協の倉庫があり、
コンテナを運ぶフォークリフトが忙しく働いている

詳
細
リ
ポ
ー
ト

詳
細
リ
ポ
ー
ト

私
も
自
分
を
信
じ
て
頑
張
っ
て
い
き
た

い
で
す
。
ま
た
、ど
ん
な
勉
強
に
も
通
じ

る
こ
と
で
す
が
、私
は
育
児
を
し
な
が
ら

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
ど
れ
だ
け
集
中

す
る
か
を
考
え
な
が
ら
や
り
ま
し
た
。

時
間
が
で
き
た
瞬
間
に
す
ぐ
に
勉
強
を

始
め
ら
れ
る
よ
う
に
、準
備
し
て
教
材
を

出
し
て
お
く
な
ど
、い
ろ
ん
な
工
夫
を
し

ま
し
た
。
時
間
が
な
い
こ
と
が
、む
し
ろ

よ
か
っ
た
と
今
は
思
っ
て
い
ま
す
。

●
Ｈ
！
Ｐ
高
校
生
記
者
の
感
想

私
は
他
の
国
の
言
語
を
使
う
職
業

に
興
味
が
あ
り
、こ
の
取
材
に
参
加

し
ま
し
た
。
通
訳
案
内
士
は
、一
生

で
き
る
お
仕
事
だ
し
、語
学
の
勉
強

を
通
し
て
成
長
し
続
け
る
こ
と
が
で

き
る
な
と
思
い
ま
し
た
。
こ
の
取
材

の
中
で
、山
口
さ
ん
の
子
育
て
を
し

な
が
ら
の
お
仕
事
に
対
す
る
、熱
い

気
持
ち
が
、一
番
印
象
に
残
っ
て
い

ま
す
。
私
も
学
生
の
う
ち
に
い
ろ
ん

な
こ
と
に
挑
戦
し
よ
う
と
こ
の
取
材

で
、強
く
思
い
ま
し
た
。

信頼される〝民間外交官〟へ、勉強は続く

―
―
専
門
は
韓
国
語
で
す
ね
。
仕
事
の

内
容
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

昨
年
、通
訳
案
内
士
の
資
格
を
取
得
し

て
か
ら
フ
リ
ー
で
仕
事
し
て
い
て
、旅
行

会
社
に
登
録
し
て
、そ
こ
か
ら
お
仕
事
を

も
ら
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
担
当
し
た
仕

事
は
、視
察
旅
行
案
内
や
国
際
交
流
イ
ベ

ン
ト
の
通
訳
業
務
で
す
。
移
動
が
あ
る

場
合
は
旅
行
会
社
が
立
て
た
行
程
に
従

中
で
、お
客
さ
ま
か
ら
別
の
要
望
が
あ
る

場
合
が
あ
り
、ど
う
す
れ
ば
そ
れ
に
応
え

て
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
か
、大
変
と
い

う
よ
り
、日
々
考
え
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
に
し
て
資
格
を
取
得
し

た
の
で
す
か
。
ま
た
ど
の
く
ら
い
の
期

間
勉
強
を
し
ま
し
た
か
。

通
訳
案
内
士
の
国
家
試
験
に
は
１
次

と
２
次
が
あ
り
ま
す
。
１
次
は
外
国
語

と
日
本
の
歴
史・
地
理
、一
般
常
識
の
筆

記
問
題
、２
次
は
外
国
語
で
の
口
述
試
験

で
す
。
今
年
制
度
が
変
わ
り（
備
考
欄
参

照
）、実
務
に
関
す
る
科
目
が
追
加
さ
れ

ま
し
た
。
私
は
通
訳
案
内
士
の
対
策
講

座
に
１
年
間
通
い
ま
し
た
。

―
―
仕
事
を
す
る
上
で
心
掛
け
て
い
る

こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

語
学
は
学
び
に
終
わ
り
は
あ
り
ま
せ

ん
。
私
も
ま
だ
修
業
中
な
の
で（
笑
）、月

に
１
度
語
学
学
校
の
ゼ
ミ
に
通
い
ま
す
。

研
修
や
交
流
会
に
参
加
し
、通
訳
案
内
士

同
士
で
情
報
交
換
も
し
た
り
し
ま
す
。

ま
た
国
内
で
ど
こ
か
へ
出
掛
け
る
と
、い

つ
か
お
客
さ
ま
を
案
内
す
る
こ
と
を
想

定
し
て
必
ず
韓
国
語
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト

が
あ
る
か
を
確
認
し
て
い
ま
す
。

―
―
通
訳
案
内
士
さ
ん
は〝
民
間
外
交

官
〞と
も
い
わ
れ
る
そ
う
で
す
が
、今
後

の
展
望
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

今
は
、育
児
と
の
両
立
で
少
し
ず
つ
し

か
お
仕
事
は
で
き
ま
せ
ん
が
、一
つ
一
つ

の
仕
事
に
誠
意
を
持
ち
、お
客
さ
ま
に
満

足
し
て
も
ら
い
、そ
し
て
、旅
行
会
社
に

も
信
頼
し
て
も
ら
え
る
通
訳
案
内
士
に

な
り
た
い
で
す
。
そ
の
名
に
恥
じ
な
い

よ
う
、日
本
の
文
化
や
観
光
地
、さ
ま
ざ

ま
な
こ
と
に
目
を
向
け
、勉
強
を
続
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

―
―
高
校
生
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願

い
し
ま
す
。

興
味
の
あ
る
こ
と
に
は
、ど
ん
ど
ん
挑

戦
す
る
と
い
い
と
思
い
ま
す
。
新
し
い

こ
と
に
挑
戦
す
る
に
は
、誰
で
も
勇
気
が

い
り
ま
す
が
、一
歩
踏
み
出
す
こ
と
が
大

事
だ
と
思
い
ま
す
。「
諦
め
ぬ
者
に
だ
け

道
は
開
け
る
」と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。

い
ま
す
が
、前
も
っ
て
案
内
箇
所
の
下
見

も
し
ま
す
。
お
客
さ
ま
が
け
が
を
さ
れ

た
と
き
な
ど
の
対
処
も
仕
事
に
含
ま
れ

ま
す
。
現
在
、育
児
中
な
の
で
、土
日
を

主
に
平
日
も
無
理
の
な
い
範
囲
で
仕
事

を
し
て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
仕
事
を
目
指
し
た
理
由
は
何

で
す
か
。
な
ぜ
韓
国
語
を
選
ん
だ
の
で

す
か
。

大
学
時
代
に
第
２
外
国
語
で
韓

国
語
を
学
ん
で
い
て
、提
携
大
学

か
ら
交
換
留
学
生
が
来
日
し
た
と

き
、韓
国
人
の
チ
ュ
ー
タ
ー
（
お

世
話
係
）を
や
っ
た
こ
と
で
、韓
国

文
化
に
触
れ
て
興
味
が
深
ま
り
、

も
っ
と
勉
強
し
た
い
と
思
う
よ
う

に
な
り
ま
し
た
。
１
年
間
交
換
留

学
し
、文
化
や
考
え
方
の
違
い
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
こ
と
を
学
び
ま
し

た
。
そ
う
し
た
経
験
か
ら
、卒
業

後
に
旅
行
会
社
で
カ
ウ
ン
タ
ー
業

務
を
し
て
い
た
の
で
す
が
、頭
の

ど
こ
か
で
韓
国
語
を
生
か
し
た
仕

事
を
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

―
―
や
り
が
い
や
、逆
に
大
変
な

こ
と
は
何
で
す
か
。

お
客
さ
ま
か
ら
感
謝
の
言
葉

を
頂
い
た
と
き
は
、や
は
り
う
れ

し
い
で
す
。
大
学
時
代
に
学
ん

だ
韓
国
語
を
通
し
て
、役
に
立
て

て
い
る
こ
と
を
実
感
し
た
と
き
、

や
っ
て
い
て
よ
か
っ
た
と
、や
り

が
い
を
感
じ
ま
す
。
一
方
、旅
行

会
社
か
ら
与
え
ら
れ
た
行
程
の
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県立横浜立野高校新3年

川崎理沙
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永田彩夏、横森皇陽

◉分類
お世話をしたいとい
う、おもてなし精神。
さらに勇気を持って
挑戦する、強い意志
の持ち主

◉分類
国際流通に精通した
エキスパート。社内
では厳しくも慕われ
る兄貴分

◉適性
語学力はもちろん、知
識、経験が必要。客の
立場になって考え、臨
機応変に対応すること
ができる人

◉適性
海外とやり取りする
には積極性が欠かせ
ない。語学は読み書
きが特に必要

◉備考
通訳案内士は国家資格。合格後に都道府県に登
録し発行された登録証で仕事ができる。来る
2020東京五輪や訪日外国人の増加を受け、
2018年１月、資格を持たない者でも報酬を得て
通訳案内業務ができるよう法改正された。有資
格者は「全国通訳案內士」と名称変更された。

◉備考
三協は、藤木グループの総合国際物流会社（本
社・横浜市中区）。木材、食品、自動車を主に、米国、
欧州・中国、東南アジアとの貿易実務を請け負っ
ている。国際複合輸送を担当するフォワーダー
は、自社では船舶を持たず、荷主（輸出入者）に代
わり出発地から到着地までの輸送や手続きの全
てを行う業者のこと。

三協　執行役員・ロジスティクス営業部長

 「新学期に欲しいもの」。新しい友達。一緒に馬鹿できる友達。友達をつくる勇気と愛嬌。恋人!!!! 「新学期に欲しいもの」。自分と同じ職種を目指している人。信頼できる友達・成長し合える友達

【山口和枝さんのプロフィール】
1986年愛媛県生まれ。松山大学人文学部英語英米文学
科卒業。韓国語は、韓国ドラマが好きな母親につられて見て
「発音がかわいいと思っていました」。大学時代にソウルの建
国大学に留学。卒業後、松山市内で旅行会社に就職。結婚
を機に横浜へ。韓国語の勉強を続けながら通訳ボランティア
をして経験を積み、2017年国家試験に合格、同年２月に神
奈川県に通訳案内士登録。添乗業務もできる国内旅程管理
主任者の資格、国内旅行業務取扱管理者の資格を保有。現
在３歳の女児の子育てと両立中。趣味は近場の温泉巡り。

【塩田寛史さんのプロフィール】
1972年群馬県生まれ。地元の高校から横浜
YMCA学院専門学校の貿易ビジネス科（当時）を
卒業。1993年、株式会社三協に入社。海務課、
食品部（当時）を経て、2008～10年、米国子会
社「クリアフレイト」のロサンゼルス本社に出向。
車輌プロジェクトカーゴ課（当時）、総合企画部
から現職。仕事で行ったことのある国は約20カ
国。中学ではバレーボール、高校でスキー、現在
は妻とゴルフを楽しむ。

仕事を始めて約1年。今後は経験を重ねて観光案内などへも仕事の幅を広げていく
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私は１月から３月末までオーストラリア に留学をしてい
ます。オーストラリアは自然が豊かで人々も優しく、とても
暮らしやすい国です。
留学先の学校には日本語のクラスがあります。日本に関

心がある生徒が多く「これは日本語で何ていうの？」と私にた
くさん話しかけてくれます。また、日本語だけではなく日本
の文化や価値観についても学んでいて驚きました。
学校生活の違いは、リセス（2時間目と3時間目の間にある
休み時間でお菓子やフルーツを食べる時間）があることと、
生徒がとても積極的に発言していて授業中寝ている人が誰
一人としていないこと、部活がないことです。また、授業もパ
ソコンを使った授業がほとんどで、プレゼンテーションや

ディスカッションをする機会
が日本に比べて圧倒的に多
かったです。私の留学先の学
校は選択科目が多く生徒一人
一人の個性を大切にしている
ように感じました。
私は高校１年生の学年に所

属していました。みんなとても優しく、いつも誰かが話しか
けくれました。私が学校に通う最終日、１年生全員が私のた
めに１人一つのオーストラリアのお菓子やパンを持参してサ
プライズでパーティーを開いてくれました。みんなと過ごし
た時間、寄せ書きやプレゼントは一生の宝物です。
ホストファミリーにはすてきな場所に連れて行ってもらっ

たり、一緒に料理をしたり映画を見たり、私の興味あるテーマ
「オーストラリアの難民」についてディスカッションしたり、
とても充実した毎日を過ごしました。
今回留学したことで以前より確実に英語を聞き取り話せ

るようになりました。また、英語以外にもオーストラリアの
文化や価値観についても学ぶことができました。大学生に
なったらまた留学したいです。留学をさせてくれた両親や学
校、私を快く受け入れてくれた現地校やホストファミリーや
たくさんの友達に感謝の気持ちでいっぱいです。

多
く
の
出
会
い
で
視
野
広
げ
る

参
加
し
た
高
校
生
お
よ
そ
60
人
が
、い
く
つ
か
の

グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
ス
タ
ー
ト

し
た
。
ま
ず
は
、リ
ラ
ッ
ク
ス
も
兼
ね
て
じ
ゃ
ん
け

ん
を
使
っ
た
自
己
紹
介
。
ま
ず
は
こ
こ
で
多
く
の

高
校
生
と
触
れ
合
え
た
。

そ
の
後
は
さ
ま
ざ
ま
な
レ
ク
チ
ャ
ー
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
に
臨
ん
だ
。
そ
の
中
で
印
象
に
残
っ
た
の

は
、青
年
海
外
協
力
隊
経
験
者
の
話
を
聞
い
た
こ
と

だ
。
日
本
と
他
国
の
違
い
や
言
語
に
戸
惑
っ
た
こ
と
、

し
か
し
自
分
の
持
っ
て
い
る
知
識
を
派
遣
さ
れ
た

国
の
人
々
に
教
え
ら
れ
た
喜
び
な
ど
、と
て
も
貴
重

な
話
を
聞
く
こ
と
が
で
き
た
。
昼
休
み
や
休
憩
時

間
に
は
、彼
ら
や
世
界
各
国
か
ら
来
た
J
I
C
A
研

修
員
ら
と
各
国
の
文
化
や
習
慣
な
ど
の
話
を
し
な

が
ら
楽
し
ん
だ
。

物
事
を
じ
っ
く
り
考
え
る
の
が
狙
い
の「
哲
学
対

話
」で
は
、話
が
深
ま
っ
て
い
く
と
混
乱
し
て
し
ま
っ

た
が
、ス
タ
ッ
フ
が
手
助
け
を
し
て
く
れ
た
こ
と
も

あ
り
充
実
し
た
時
間
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
か
ら
得
た
こ
と
は
、

S
D
G
s
に
少
し
で
も
関
心
を
持
つ
よ
う
に
す
る

こ
と
、視
野
を
広
げ
る
こ
と
の
二
つ
だ
。
特
に
視
野

を
広
げ
る
こ
と
は
、哲
学
対
話
で
学
ん
だ
。
ほ
か
の

参
加
者
の
話
を
聞
く
と
、自
分
で
は
思
い
つ
か
な
い

意
見
も
あ
り
、も
っ
と
知
識
の
幅
を
広
げ
た
い
と

思
っ
た
。

 

（
執
筆
／
相
模
女
子
大
学
高
等
部
卒
・
永
田
彩
夏
）

「
教
育
で
差
別
は
な
く
せ
る
か
」

S
D
G
s
は
、貧
困
層
を
救
済
す
る
と
と
も
に
人

間
の
生
活
環
境
に
つ
い
て
総
合
的
な
向
上
を
目
的

と
す
る
も
の
だ
。「
誰
も
取
り
残
さ
な
い
」を
テ
ー

マ
に
、17
も
の
包
括
的
な
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
る
。

注
意
し
た
い
の
は
、
S
D
G
s
は「
欧
化
政
策
」

で
は
な
い
こ
と
だ
。
今
回
、南
ア
フ
リ
カ
で
教
育
シ

ス
テ
ム
の
向
上
に
携
わ
っ
て
い
た
青
年
海
外
協
力

隊
O
B
か
ら
の
話
が
あ
っ
た
が
、現
地
に
い
か
に
適

合
さ
せ
て
い
く
か
が
重
要
だ
と
い
う
。
こ
れ
は「
グ

ロ
ー
カ
ル
戦
略
」な
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
S
D
G
s
は
、
2
0
1
5
年
ま
で
展
開

さ
れ
て
い
た
M
D
G
s
（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）

と
は
異
な
り
、対
象
範
囲
を
発
展
途
上
国
に
加
え
て

先
進
国（
O
E
C
D
加
盟
国
）に
も
広
げ
て
い
る
。
結

果
と
し
て
、よ
り
現
実
的
な
対
応
策
を
設
計
で
き
る
。

後
半
の「
哲
学
対
話
」で
は
、教
育
は
差
別
を
撲
滅

S
D
G
s
（
持
続
可
能
な
開
発
目
標
）に
つ
い
て
考
え
る
高
校
生

対
象
の
国
際
理
解
入
門
セ
ミ
ナ
ー
が
こ
の
冬
、開
か
れ
た
。

J
I
C
A
横
浜
、か
な
が
わ
国
際
交
流
財
団
が
主
催
す
る
恒
例
の

「
世
界
の
入
口
に
立
と
う　

と
び
だ
せ
！
高
校
生
」。
レ
ク

チ
ャ
ー
、ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、討
論
を
通
じ
て
学
び
、語
り
合
う
こ

の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
高
校
生
記
者
２
人
が
参
加
し
た
。

 

☟
※
S
D
G
s
に
つ
い
て
は
14
ペ
ー
ジ
参
照

で
き
る
か
、と
い
う
テ
ー
マ
で
話
し
合
い
な
が
ら
、理

解
を
深
め
て
い
っ
た
。
参
加
者
か
ら
は「
現
在
存
在

し
て
い
る
差
別
は
教
育
で
再
生
産
さ
れ
て
い
る
」

「
皆
が
同
じ
ベ
ク
ト
ル
を
向
く
よ
う
に
教
育
す
れ
ば

差
別
は
な
く
な
る
」と
い
っ
た
意
見
が
上
が
っ
た
。

日
本
で
も
、今
も
被
差
別
部
落
が
存
在
す
る
。
こ
の

問
題
は
、ど
の
国
に
も
あ
り
、だ
か
ら
こ
そ
国
を
超

え
て
議
論
せ
ね
ば
な
ら
な
い
の
だ
。

今
後
国
際
社
会
は
、
2
0
3
0
年
ま
で
、ど
の
分

野
で
も
S
D
G
s
の
枠
組
み
の
中
で
動
い
て
い
く
。

そ
の
目
標
を
達
成
し
て
こ
そ
、次
の
目
標
へ
向
か
え

る
。
そ
の
先
も
世
の
中
の
主
力
で
あ
り
続
け
る
わ

れ
わ
れ
若
者
こ
そ
、
S
D
G
s
を
理
解
し
生
か
し

て
い
く
べ
き
だ
と
思
っ
た
。

 

（
執
筆
／
聖
光
学
院
高
校
卒
・
永
田
右
京
）

17枚の写真を見てストーリーを想像し、SDGsのどの目標に当てはまるか考える。教育と不平等と平和というように、複数の課題がつながっている
ことが分かる。永田彩夏記者（右の写真中央）と永田右京記者（左の写真左から2人目）

交流タイムでは各国のJICA研修員や青年海外協力隊経験者らと話が弾む

の視点で
世界の課題を
考える

H!P高校生記者リポート

留学先の高校の日本語クラスの生徒たちと筆者（中央）

ホストシスターとお出掛け。
右奥にはオペラハウス

捜真女学校高等学部新２年・清水花音

現地校で親しく交わる
積極的でまじめな授業態度
文化や価値観も学ぶ

オーストラリア留学体験リポート
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い
ろ
い
ろ
な
現
場
で
活
躍
す
る
薬
剤
師
が
登
場
す
る
こ
の
コ
ー
ナ
ー
。
今
回
は
化
学
や
数
学
な
ど
好
き
な
理
系
へ
の
進
学

か
ら
薬
剤
師
を
目
指
し
た
鈴
木
菜
央
さ
ん
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
に
勤
務
す
る
キ
ラ
キ
ラ
し
た
１
日
を
紹
介
し
よ
う
。

―
―
薬
剤
師
を
目
指
し
た
理
由
は
何
で

す
か
。

ず
っ
と
理
系
の
科
目
が
好
き
で
、特
に

化
学
が
好
き
で
し
た
。
大
学
受
験
時
は

薬
学
部
だ
け
で
は
な
く
、バ
イ
オ
系
の
学

部
も
受
験
し
ま
し
た
が
、姉
が
薬
剤
師
で

も
あ
り
、家
族
か
ら
も
資
格
を
持
っ
て
い

た
方
が
い
い
と
ア
ド
バ
イ
ス
が
あ
り
、自

宅
か
ら
も
近
か
っ
た
横

浜
薬
科
大
学
に
進
学
し

ま
し
た
。

―
―
ど
ん
な
学
生
時
代

で
し
た
か
。

化
学
が
好
き
だ
っ
た

の
で
、大
学
時
代
は
授
業

自
体
も
楽
し
か
っ
た
し
、

４
年
生
で
は
C
B
T
や

O
S
C
E
（
※
）の
試
験

が
あ
り
、５
年
生
に
な
る

と
病
院
や
薬
局
の
実
習
、

６
年
は
卒
業
研
究
と
国

家
試
験
と
、毎
年
そ
れ
ぞ

れ
の
目
標
が
あ
り
、充
実

し
て
い
ま
し
た
。
研
究

室
は
放
射
線
科
学
研
究

室
に
所
属
し
、卒
業
研
究

は
た
く
さ
ん
の
文
献
に

当
た
っ
て
二
酸
化
窒
素

の
体
に
対
す
る
影
響
を

ま
と
め
ま
し
た
。

―
―
現
在
の
仕
事
を
教

え
て
く
だ
さ
い
。

現
在
は
京
急
川
崎
駅

近
く
の
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト

ア
に
勤
務
し
て
い
ま
す
。

交
通
の
便
も
よ
く
、近
く

 「新学期に欲しいもの」。たくさんの新学期祝い。召使い。魔法の 。夢をかなえるための根気強さと度胸

こ
と
自
体
は
好
き
な
の
で
、薬
剤
師
と

い
う
仕
事
は
自
分
に
合
っ
て
い
る
と
思

っ
て
い
ま
す
。

―
―
薬
剤
師
に
大
切
な
こ
と
は
何
で
す

か
。ま

ず
真
面
目
さ
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
人
の
命
も
か
か
っ
て
い
ま
す
し
、間

違
え
た
り
、ご
ま
か
し
た
り
は
絶
対
で
き

ま
せ
ん
。
新
し
い
医
薬
品
も
ど
ん
ど
ん

生
ま
れ
て
く
る
の
で
、社
会
に
出
て
か
ら

も
、常
に
医
薬
品
の
情
報
に
は
敏
感
で
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

―
―
高
校
生
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
お
願

い
し
ま
す
。

薬
剤
師
に
な
る
た
め
に
は
国
家
試
験

も
あ
り
ま
す
か
ら
、大
学
で
も
勉
強
は
頑

張
ら
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
で
も
、薬

剤
師
だ
け
に
限
り
ま
せ
ん
が
、き
ち
ん
と

勉
強
を
し
た
方
が
将
来
の
選
択
肢
が
広

が
り
ま
す
。今
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ
い
。

医薬品プラスアルファで健康な暮らしをサポート

に
は
病
院
や
ク
リ
ニ
ッ
ク
も
多
く
、１
日

の
お
客
さ
ま
は
約
２
０
０
０
人
。
扱
う

処
方
箋
も
80
枚
ほ
ど
あ
り
ま
す
。
調
剤

薬
局
併
設
で
す
が
、調
剤
の
ブ
ー
ス
で
調

剤
を
し
て
い
る
時
間
が
６
割
、店
舗
に
出

て
Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品（
一
般
医
薬
品
）や
日

用
品
を
販
売
し
て
い
る
時
間
が
４
割
で

す
。
都
県
境
に
近
い
の
で
、東
京
の
病
院

の
処
方
箋
の
扱
い
も
多
い
の
で
す
が
、乳

児
医
療
な
ど
東
京
都
と
川
崎
市
で
扱
い

が
違
う
部
分
も
あ
る
の
で
、気
を
つ
け
な

い
と
い
け
ま
せ
ん
。

―
―
仕
事
で
好
き
な
と
こ
ろ
や
、や
り
が

い
を
感
じ
る
と
き
は
あ
り
ま
す
か
。

病
院
薬
局
や
調
剤
薬
局
だ
と
、入
力
は

事
務
の
方
が
す
る
と
こ
ろ
が
多
い
の
で

す
が
、こ
の
店
は
医
薬
品
の
処
方
の
入
力

か
ら
ピ
ッ
キ
ン
グ
作
業
、パ
ッ
ク
詰
め
、

服
薬
指
導
ま
で
自
分
で
一
貫
し
て
で
き

ま
す
。
さ
ら
に
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
す

か
ら
、Ｏ
Ｔ
Ｃ
医
薬
品
も
あ
る
の
で
、医

師
の
処
方
箋
が
な
い
方
で
も
必
要
な
医

薬
品
を
購
入
で
き
る
し
、処
方
さ
れ
た
医

薬
品
を
お
求
め
の
患
者
さ
ん
に
も
、熱
が

高
け
れ
ば
経
口
補
水
液
や
冷
却
ジ
ェ
ル

シ
ー
ト
な
ど
、薬
品
以
外
の
プ
ラ
ス
ア
ル

フ
ァ
を
お
薦
め
で
き
ま
す
。
ま
た
、ご
高

齢
の
方
に
は
介
護
用
品
も
ご
提
供
で
き

ま
す
。
生
活
レ
ベ
ル
か
ら
患
者
さ
ん
を

サ
ポ
ー
ト
で
き
る
の
で
、そ
こ
に
や
り
が

い
を
感
じ
ま
す
。
駅
に
近
い
こ
と
も
あ

っ
て
、買
い
物
が
な
く
て
も
顔
を
見
せ
て

く
だ
さ
る
方
も
い
ま
す
。

―
―
将
来
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
ま

す
か
。

こ
の
ま
ま
現
場
で
い
け
ば
店
長
を
目

指
す
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、ド
ラ
ッ
グ

ス
ト
ア
は
い
ろ
い
ろ
な
仕
事
が
あ
り
ま

す
。
会
社
か
ら
も
化
粧
品
の
担
当
、バ

イ
ヤ
ー
、マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、採
用
担
当
な

ど
、い
ろ
い
ろ
な
キ
ャ
リ
ア
が
あ
る
こ

と
を
知
ら
さ
れ
、入
社
３
年
目
に
な
っ

て
、ど
ち
ら
に
進
も
う
か
、今
は
迷
っ
て

い
る
と
こ
ろ
で
す
。
た
だ
、薬
を
触
る

Pharmacist in a drugstore

【鈴木菜央さんのプロフィール】
　横浜薬科大学臨床薬学科2016年卒。1991年横浜
生まれ。平塚学園高校出身。高校時代はチアリーディ
ング部に所属。理系クラスの中で数少ない女子だった。
会社は店舗が川崎と横浜に限られるため、一人暮らし
をする必要がないことが選んだ理由の一つ。現在の趣
味は、温泉や岩盤浴でゆったりリラックスすること。
休日は好きなドライブへ。

【ドラッグストア薬剤師】

鈴木 菜央（すずき・なお）さん

Pharmacist in a drugstore

職 業 基 礎 デ ー タ

Fit Care Express 川崎ダイス店薬局

京急川崎駅すぐの店舗にはひっきりなしに来店客が。同時に声を掛けられて、困ることもしばしば。そんなときは順番に対応する

（
※
）
C
B
T
や
O
S
C
E

6
年
制
薬
学
部
で
は
5
年
次
以
降
に
病
院
・
薬
局

で
の
実
務
実
習
が
行
わ
れ
る
が
、そ
の
前
に
学
生

の
知
識
・
技
能
・
態
度
が
必
要
な
レ
ベ
ル
に
到
達

し
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
に
、全
国
の
大
学
で

統
一
さ
れ
た
試
験
、薬
学
共
用
試
験
が
行
わ
れ
る
。

C
B
T
は
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
て
知
識
を
評

価
す
る
客
観
試
験
。
O
S
C
E
は
実
技
を
通
し

て
主
に
技
能
・
態
度
を
評
価
す
る
臨
床
能
力
試
験
。

こ
れ
を
ク
リ
ア
し
な
け
れ
ば
実
技
実
習
は
受
け

ら
れ
な
い
。

◉分類
薬と笑顔で治
癒する正統派
癒やし系

◉備考
医薬品だけでなく日用品まで1200品目にも
わたる多彩な商品を取りそろえる店頭で、患
者の求めているものを探り出す優れたコミュ
ニケーション能力

◉適性
患者の背景に
ある痛みや生
活のQOLまで
理解する
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県
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
送
局「
か
な

チ
ャ
ン
T
V
」を
活
用
し
た
、昨
年
の「
か
な

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
」で
は
上
位
６
バ
ン
ド
の

う
ち
４
バ
ン
ド
が
同
高
校
と
い
う
快
挙
だ

っ
た
が
、顧
問
の
小
松
久
子
先
生
に
よ
る

と「
入
部
時
は
ほ
ぼ
１
０
０
％
初
心
者
」と

い
う
。
入
部
希
望
者
は
出
さ
れ
た
課
題
曲

の
演
奏
を
２
週
間
練
習
。
そ
の
や
る
気
、成

果
を
見
極
め
、入
部
を
認
め
る
。
１
年
生
で

も
コ
ン
テ
ス
ト
や
他
校
と
の
合
同
ラ
イ
ブ
、

地
域
の
演
奏
会
な
ど
毎
月
の
よ
う
に
本
番

を
重
ね「
本
当
に
い
い
演
奏
を
す
る
機
会

を
増
や
し
て
い
く
」（
小
松
先
生
）と
い
う
方

針
。
副
部
長
の
高
橋
磨
裕
里
さ
ん（
新
３

年
）は「
１
年
の
と
き
は
緊
張
し
て
不
安
な

こ
と
が
多
か
っ
た
。
２
年
に
な
っ
て
演
奏

力
が
つ
い
て
か
ら
は
楽
し
い
で
す
」と
笑

顔
を
見
せ
る
。
部
長
の
杉
本
駿
亮
さ
ん（
新

３
年
）も「
１
年
の
と
き
は
緊
張
で
他
の
こ

と
が
考
え
ら
れ
な
か
っ
た
け
れ
ど
、今
は

余
裕
を
持
っ
て
演
奏
で
き
ま
す
」と
続
け

る
。と

は
い
え
、コ
ン
テ
ス
ト
出
場
に
は
オ

リ
ジ
ナ
ル
曲
づ
く
り
や
練
習
時
間
の
確
保

な
ど
や
ら
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
は
数

多
い
。
そ
こ
は
部
員
た
ち
の「
一
を
言
っ

た
ら
十
考
え
る
」と
い
う
集
中
力
、勤
勉
さ
、

物
事
を
吸
収
し
よ
う
と
い
う
意
欲
が
も
の

を
言
う
。

「
３
年
生
に
な
り
受
験
で
忙
し
く
な
り

ま
す
が
、バ
ン
ド
活
動
を
こ
つ
こ
つ
継
続

し
て
い
け
ば
結
果
が
つ
い
て
く
る
。
目
の

前
の
こ
と
を
し
っ
か
り
や
っ
て
い
き
た

い
」。
副
部
長
の
内
田
和
寿
さ
ん（
新
３

年
）の
言
葉
か
ら
も〝
部
の
底
力
〞を
感
じ

た
。

「
S
E
E
D
（
シ
ー
ド
）」「
ｉ  

C
L
O
U
D 

O
N（
い
く
ら
う
ど
ん
）」「
パ
ン
と
同
じ
。」

―
思
わ
ず
聞
き
返
し
て
し
ま
う
、ユ
ニ
ー

ク
な
バ
ン
ド
名
。
軽
音
楽
部
で
は
新
２
、

３
年
生
49
人
が
活
動
し
て
い
る
。

矢
萩
栞
奈
さ
ん
、池
田
澪
菜
さ
ん
、武
田

萌
さ
ん
、伊
藤
真
依
さ
ん
、村
川
佳
乃
さ
ん

の
新
3
年
女
子
5
人
に
よ
る
バ
ン
ド

「
S
E
E
D
」は
２
０
１
７
年
、同
バ
ン
ド

シ
ッ
プ
の
前
身
で
あ
る
２
つ
の
バ
ン
ド
コ

ン
テ
ス
ト「
か
な
チ
ャ
ン
Ｔ
Ｖ
ｍ
ｕ
ｓ
ｉ

ｃ
コ
ン
テ
ス
ト
神
音（
通
称
・
か
な
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
）」と「
ヨ
コ
ハ
マ　

バ
ン
ド
シ
ッ

プ
」で
い
ず
れ
も
フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
な

っ
た
。
バ
ン
ド
名
は「
シ
ー
ド
権
」な
ど

「
頑
張
っ
て
い
る
姿
は
見
せ
な
い
け
れ
ど
、

気
が
つ
く
と
い
い
位
置
を
確
保
し
て
い

る
」と
い
う
言
葉
の
イ
メ
ー
ジ
か
ら
。「
ガ

ー
ル
ズ
バ
ン
ド
と
い
う
と
か
わ
い
い
イ
メ

ー
ジ
を
持
た
れ
が
ち
。
か
っ
こ
い
い
バ
ン

ド
を
目
指
し
て
い
ま
す
」と
作
曲
を
担
当

す
る
武
田
さ
ん
。

「SEED」のメンバー。イ
ンタビューの受け答えは
とてももの静か

バンドごとに割り振られた時間と教室で、集中して練習する

（左から）部長の杉本さんと副部長の内田さんと高橋さん

軽音楽部の輝かしい記録が並ぶ

軽音楽部員が集まってハイ、チーズ！

メンバー全員が県内高校に在学し、オリジナルとコピーの２曲を演奏できることが応募要
件。２０１７年秋、６９バンドが「YouTube」に演奏動画を公開しエントリー。１８年２～４月、
県内５会場で演奏を披露するセカンドステージ（２次審査）を通過した１５バンド（予定）が５
月５日午前１０時半～午後４時、県庁特設ステージ（横浜市中区）で行われるファイナルに
進出する。ファイナリストがセカンドステージで行ったオリジナル曲演奏の様子は「かなチャン
TV」に公開、動画再生回数は審査内容に含まれる。
最優秀賞に選ばれたバンドは、テレビ神奈川の番組にゲスト出演する権利が得られる。

県と共催する専門学校・横浜ミュージックススクールの広報主任・山田洋平さんは大会
の設立目的について「年々増加する県内の高校生の軽音楽部員に、もっと発表の場を
提供したい。（野球の）甲子園のように、目標となる音楽大会を作りたい」と話している。

KANAGAWA　BANDSHIP

 「新学期に欲しいもの」。勉強していてテンションが上がるようなかわいいノート。新しいペンケース、単語帳や暗記ペン

ユ
ニ
ー
ク
な
名
前
の
バ
ン
ド
が
活
動

音楽の祭典「かながわバンドシップ」

緊
張
に
打
ち
勝
ち 

演
奏
に
余
裕
も

昨
秋
か
ら
5
月
に
か
け
行
わ
れ
て
い
る
県
内
高
校
生
の
音
楽
コ
ン
テ
ス
ト「
K
A
N
A
G
A
W
A 

B
A
N
D
S
H
I
P
（
か
な
が
わ
バ
ン
ド
シ
ッ
プ
）」。
県
立
厚
木
高
校
軽
音
楽
部
は
新
2
、3
年
生
に
よ
る

全
11
バ
ン
ド
が
こ
の
コ
ン
テ
ス
ト
に
出
場
し
て
い
る
。
4
月
2
日
の
ラ
イ
ブ
ハ
ウ
ス「
サ
ン
ダ
ー
ス
ネ
ー
ク
」

（
厚
木
市
旭
町
）で
行
う
セ
カ
ン
ド
ス
テ
ー
ジ（
2
次
審
査
）と
、５
月
、県
庁
前
の
特
設
ス
テ
ー
ジ
で
行
う
フ
ァ

イ
ナ
ル
ス
テ
ー
ジ（
最
終
審
査
）を
目
指
す
部
員
に
話
を
聞
い
た（
取
材
は
2
月
21
日
）。

小松久子先生
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参加高校生記者：
永田彩夏、永田右京、糸井沙希、瀧尾真采、
有森祐希、浦田優奈、呉逸帆

今回は「春」をイメージするもの。
２月末～３月の身近な春を撮ってみました。

桃の節句でリビングに飾って桃の節句でリビングに飾って
いた桃の花。つぼみが開くのいた桃の花。つぼみが開くの
が楽しみで、毎日春を感じられが楽しみで、毎日春を感じられ
ました。ました。
（県立松陽高校卒・有森祐希）（県立松陽高校卒・有森祐希）

鎌倉で友達と散歩して鎌倉で友達と散歩して
いるときに見つけた梅。いるときに見つけた梅。
写真を撮ったのは２月写真を撮ったのは２月
末ですが、もう春なん末ですが、もう春なん
だなと思いました。見だなと思いました。見
ているだけで癒やされているだけで癒やされ
ます。ます。
（相模女子大学高等部（相模女子大学高等部
卒・永田彩夏）卒・永田彩夏）

温かいミルクに桜の葉を混ぜたスター温かいミルクに桜の葉を混ぜたスター
バックスの新作。花びらをイメージさバックスの新作。花びらをイメージさ
せるチョコレートがアクセント。せるチョコレートがアクセント。
 （湘南白百合学園高校新３年・竹渕舞） （湘南白百合学園高校新３年・竹渕舞）

道端で見つけた小さな花。まだ咲いていないつ道端で見つけた小さな花。まだ咲いていないつ
ぼみもあり、これから来る春の訪れを感じました。ぼみもあり、これから来る春の訪れを感じました。
 （県立厚木東高校新２年・矢野希来） （県立厚木東高校新２年・矢野希来）

３月３日はひな祭り。将来、幸せに結婚できる３月３日はひな祭り。将来、幸せに結婚できる
ようにと願いをこめられた日であり、ひな人形ようにと願いをこめられた日であり、ひな人形
はその結婚式の場面を表現しています。このはその結婚式の場面を表現しています。この
ひな人形の中にはあられが入っています。ひな人形の中にはあられが入っています。
 （相模女子大学高等部卒・永田彩夏） （相模女子大学高等部卒・永田彩夏）

6年間着た制服とはお別れ。この6年間着た制服とはお別れ。この
春から、待ちに待ったスーツの出春から、待ちに待ったスーツの出
番です！番です！
（横浜市立南高校卒・浦田優奈）（横浜市立南高校卒・浦田優奈）
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「無」の境地を
見つめ直す

「無」の境地を
見つめ直す

機会になった（？）
 （永田右）

機会になった（？）
 （永田右）

おなかがなりそうで、
おなかがなりそうで、ある意味緊張した
ある意味緊張した （永田彩）
 （永田彩）

初心者はあぐらでよい
初心者はあぐらでよいと言われ、あまりしび
と言われ、あまりしびれなかった （瀧尾）
れなかった （瀧尾）

一つ一つ丁寧に
教えていただい

一つ一つ丁寧に
教えていただい

たので、３回目に
は慣れてきて楽

たので、３回目に
は慣れてきて楽

しみながらできた
 （有森）

しみながらできた
 （有森）

作法を丁寧に行うことで、
作法を丁寧に行うことで、落ち着いた気持ちのまま
落ち着いた気持ちのままできました （瀧尾）
できました （瀧尾）

春の鎌倉 座
禅
＠
宝
戒
寺

お
点
前
遊
び
＠
茶
房 

百
遊
庵

初めてちゃん
とやったけ

初めてちゃん
とやったけ

ど、すごく楽
しかった（呉

）
ど、すごく楽

しかった（呉
）

練り切りの甘
さと抹

練り切りの甘
さと抹

茶の相性は
バツグ

茶の相性は
バツグ

ンでした！ 
（浦田）

ンでした！ 
（浦田）

家に１セットほ
しい！　

家に１セットほ
しい！　

定期的にやり
たい！（呉）

定期的にやり
たい！（呉）

H!P高校生記者８期生

お茶をたてるのにけっこう力が必要で

お茶をたてるのにけっこう力が必要でびっくり。久しぶりに運動したなとい

びっくり。久しぶりに運動したなという感じ（笑）。飲むときは感慨深いもの

う感じ（笑）。飲むときは感慨深いものがありました（糸井）
がありました（糸井）

警策でたた
いて

警策でたた
いて

いただくのは
痛く

いただくのは
痛く

なかった （有
森）

なかった （有
森）

Ｈ！Ｐでは、普通の高校生にはできないことを体験
しました。最初は緊張したけれど、徐々に友達にも
恵まれて、Ｈ！Ｐに携われて本当に良かったです。定
例会議のお菓子も、たくさんおいしくいただきまし
た(笑)。 （相模女子大学高等部・永田彩夏）

高校生の最初は不安定だった私に、こんな愉快
な仲間ができた、視野が広がったのは、H!Pという
場があったからこそでした。もうみんなで集まれな
いと思うと寂しいですが、後輩たちには記者活動を
無理せず楽しんでほしいです。
 （聖光学院高校・永田右京）

Ｈ！Ｐの活動の中で特に、18歳選挙権企画の主
要政党５党の若いスタッ フの方々との座談会が印
象に残っています。 司会も経験し、政治について
改めて考えることができました。応募のときはかな
り緊張したけどＨ！Ｐに入ってよか った！ 

（県立横須賀高校・糸井沙希）

特に印象に残っている取材は、私が初めてにして
唯一1人で行ったフェアトレードに関する映画の取
材です。私たちが当たり前に得ているものを、相手
も同じように得ているか、日頃の買い物でも考える
ようになりました。
 （相模女子大学高等部・瀧尾真采）

約２年間、Ｈ！Ｐでいろいろな高校の記者と関わる
ことは、自分にとって良い刺激でした。活動を通し
て、やってみようと何事にも興味を持って物事を捉
えられるように。また、自分の通っていた高校につ
いても、記事を書くことを通じて知ることも多くあり、
とても良い経験になりました！
 （県立松陽高校・有森祐希）

米国国務省日本語研修所など普段行くことのな
い場所で取材できたことは、自分の人生における大
切な経験になりました。こうした取材を通して、将
来につながる質問力や文章力を身につけることが
できたと思っています。
 （横浜市立南高校・浦田優奈）

私は高校１年生の冬ごろから、Ｈ！Ｐの高校生記者
として活動してきました。自分の興味ある分野も今
まであまり関わりがなかった分野にも、取材に行くこ
とによって視野が広がり、考え方、価値観も変わりま
した。いろいろな経験をさせてくれたＨ！Ｐに感謝し
ています。 （桐蔭学園高校・呉逸帆）

活動を振り返ると定例会議が最初に思い出され
ます。他のメンバーと関心のある話題や実現させ
たい企画について話し合えたのは、とても有意義な
時間でした。また会議を通して他のメンバーとさら
に仲を深めることができました。Ｈ！Ｐ活動は私の高
校生活の青春の１ページとなっています。
 （法政大学女子高校＝当時=・芦刈深紗）

Ｈ!Ｐ高校生記者卒業メッセージ
 （高校名は卒業時）

Ｈ！Ｐ高校生記者募集要項は15ページへ

自動車学校で実車体験

（協力：KANTOモーター
スクール）

自動車運転シミュレーター体
験

（協力：KANTOモーター
スクール）

学校や学年を超え、

毎月の高校生記者会議も楽
しく！

塾講師の大学生に聞く

（協力：中萬学院CGパー
ソナル）

トラックドライバーの仕事を聞く
（協力：県トラック協会）

ケアの心を学ぶ
（協力：横浜実践看護専門学校）

クラスＴシャツをアレンジして
「イマコレ」コーナーに

貴重な鉄道模型に見入る（協力：原鉄道模型博物館）

ネットトラブル防止へ座談会
（協力：横浜市消費生活総合センター）

tvk報道テレビカメラマンの仕事道具をかついでみる

セグウェイに乗ってみる

献血を呼び掛けるボランテ
ィアと献血も経験

（協力：県赤十字血液セ
ンター）

フェアトレードタウン逗子を訪問
（協力：県消費生活課）
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受験に向けて、頭を目いっぱい使ってい
る君たち―。進学カフェで、勉強しながら、
ちょっと心を休めるメニューをどうぞ。

そうそう！　進級に必要な科目を取り忘れちゃっても誰も
教えてくれないし、それで留年しちゃうこともあるし(笑)、
自分で何でも決められる分、責任が伴うのは高校と大学の
違いなのかな

確かに。あとは進級に必要な授業とか単位数とかが細かく
決まってて大変だよね。４年間を見据えて計画的に授業を
取らないと、後から負担になっちゃうし、全部自分で決めら
れる分、そういうところも自分で計画を立てて考えていか
なきゃいけないよね

でも逆に、たくさんあるから何を取ろうか迷っちゃって大
変かもしれないね。私も去年は選択肢がありすぎてちょっ
と混乱しちゃったな

そんなにたくさんあるんだ！　私の学校は語学科目の種類は
そんなにないなあ

学年の初めに受けるレベル分けテストの結果で自分のレベ
ルが決まって、そのレベルの中から好きな授業を選べるよ。
テストの結果が中級だったら中級レベルで開講されてる授
業の中から好きなものを選べるの
かなり授業の種類があるから自分の興味とか能力に応じて
自分に合った授業を選べるよ

２
０
１
５
年
９
月
、国
連
の
サ
ミ
ッ
ト

で
採
択
さ
れ
た
指
針「
持
続
可
能
な

開
発
目
標
」（Sustainable Developm

ent 
Goals

）の
こ
と
。
発
展
途
上
国
を
中
心

に
01
年
に
策
定
さ
れ
た
指
針「
Ｍ
Ｄ
Ｇ

ｓ（
ミ
レ
ニ
ア
ム
開
発
目
標
）」の
後
継

と
し
て
決
ま
っ
た
。
期
間
は
16
年
か
ら

30
年
ま
で
の
15
年
間
。
先
進
国
も
加
わ

り
、世
界
が
一
丸
と
な
っ
て
❶
貧
困
を

な
く
そ
う（
数
字
は「
目
標
」の
ナ
ン
バ

ー
、以
下
同
）❹
質
の
高
い
教
育
を
み
ん

な
に
❺
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
実
現
し
よ

う
13
気
候
変
動
に
具
体
的
な
対
策
を

16
平
和
と
公
正
を
す
べ
て
の
人
に
│
な

ど
17
ゴ
ー
ル
の
達
成
を
掲
げ
て
い
る
。

日
本
政
府
は
16
年
５
月
、安
倍
首

相
を
本
部
長
、全
て
の
閣
僚
を
メ
ン

バ
ー
と
す
る
S
D
G
s
推
進
本
部
を

立
ち
上
げ
、日
本
が
達
成
す
べ
き

実
施
方
針
を
決
め
た
。「
持
続
可

能
で
強

き
ょ
う
じ
ん靭
、そ
し
て
誰
１
人
取
り

残
さ
な
い
、経
済
、社
会
、環
境
の

総
合
的
向
上
が
実
現
さ
れ
た
未

来
へ
の
先
駆
者
を
目
指
す
」（
原

文
）の
ビ
ジ
ョ
ン
を
掲
げ
、さ
ま

ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
や
補
助
制
度
、

表
彰
制
度
な
ど
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
だ
が
、ま
だ
認
知
度
が
低

く
、活
動
は
政
府
や
地
方
自
治
体
、

一
部
の
大
学
や
民
間
団
体
な
ど

に
限
ら
れ
て
い
る
。
企
業
や
地

域
の
取
り
組
み
が
大
き
な
課
題

に
な
っ
て
い
る
。

　
「
法
定
通
貨
」で
あ
る
円

や
ド
ル
の
よ
う
に
紙
幣
な

ど
の
形
が
な
く
、国
家
の

信
用
や
経
済
力
に
よ
る
価

値
が
裏
付
け
さ
れ
て
い
な

い
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

で
取
り
引
さ
れ
る
通
貨
の

こ
と
。
ネ
ッ
ト
送
金
や
支

払
い
な
ど
に
使
わ
れ
、円

や
ド
ル
な
ど
に
交
換
で
き

る
。
世
界
に
１
０
０
０
以

上
あ
り
、日
本
で
は
、「
ビ

ッ
ト
コ
イ
ン
」「
イ
ー
サ
リ

ア
ム
」「
リ
ッ
プ
ル
」「
Ｎ
Ｅ
Ｍ（
ネ

ム
）」な
ど
が
知
ら
れ
て
い
る
。
最
近
、

ゲ
ー
ム
感
覚
で
投
資
し
て
利
益
を
得

よ
う
と
い
う
若
者
が
増
え
て
い
る
が
、

シ
ス
テ
ム
の
運
用
や
管
理
を
め
ぐ
る

ト
ラ
ブ
ル
が
絶
え
な
い
。

　

こ
と
し
１
月
末
、取
引（
交
換
）業

者
の
コ
イ
ン
チ
ェ
ッ
ク（
本
社
・
東

京
）が
不
正
ア
ク
セ
ス
を
受
け
、顧
客

か
ら
預
か
っ
て
い
た
Ｎ
Ｅ
Ｍ
約
５
８

０
億
円
分
が
流
失
す
る
事
件
が
発
生
。

何
者
か
が
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
管
理
シ

ス
テ
ム
の
不
備
に
乗
じ
て
ア
ク
セ
ス

し
、
N
E
M
を
奪
っ
た
と
み
ら
れ
て

い
る
。
金
融
庁
は
事
業
者
を
立
ち
入

り
調
査
し
、顧
客
の
保
護
が
不
十
分

な
業
者
を
処
分
す
る
。
麻
薬
取
引
な

ど
の
犯
罪
で
得
た
お
金
を
仮
想
通
貨

に
替
え
て
隠
す
マ
ネ
ー
ロ
ン
ダ
リ
ン

グ（
資
金
洗
浄
）や
税
金
逃
れ
、資
産

隠
し
に
使
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
り
、規

制
を
強
め
る
国
が
増
え
て
い
る
。

神
奈
川
新
聞
掲
載
の
最
新
ニ
ュ
ー
ス
を
高
校
生
向
け
に
分
か
り
や
す
く
解
説
。

井戸端キャンパスライフ

授業の取り方編

【
Ｓエ

ス
デ
ィ
ー
ジ
ー
ズ

Ｄ
Ｇ
ｓ
】

　K大のM子さんとT大のS子さんは、無事この春から大学２
年生。2年生になると、授業の取り方も少し変わるのかな？
学校によっても違うみたい。

Illustration:SUNWOODS DESIGN

【
仮
想
通
貨
】

そうだね。自分でしっかり考えて授業を選びたいね

今は自分の専門分野がまだないから必修も少ないんだね。
私は専攻に分かれたりはしないけど、その代わりに専門科
目の選択肢が多いかな。英語のクラスとかはどうやって決
まるの？

そうなんだ！　私の学部は必修が英語と第2外国語しかなく
て他に取ってるのは全部一般教養科目だよ。必修科目が少
なくて自分の裁量で決められるから授業のコマ数は少なめ
かな。でも来年からは自分が学びたい分野の専攻に分かれ
るから、専門の必修科目が増えるよ

私の学部は必修科目が多くて、その他に一般教養科目とか
選択科目を取ってるよ。あとは体育と英語も必修で取らな
きゃいけなくて、それも取ってる
１限から６限まで全部埋まってる日もあるし結構授業数は
多いかな

新学期だね！　S子は授業どんなふうに取ってるの？

Ａ
Ｏ
入
試
で
進
学
を
決
め
た
高
校
生

記
者
が
、３
年
生
か
ら
ど
う
過
ご
し
た

の
か
、月
ご
と
に
振
り
返
り
、ス
ケ
ジ
ュ

ー
ル
の
立
て
方
を
ア
ド
バ
イ
ス
。

４
月
は
活
動
実
績
ま
と
め
／

一
般
入
試
も
視
野
に
勉
強
も

高
校
２
年

11
月
に
塾
に
通
い
始
め
Ａ
Ｏ
受
験
を

意
識
し
始
め
た
。
積
極
的
に
課
外
活
動

な
ど
の
実
績
作
り
に
励
み
、評
定（
内

申
）が
必
要
な
た
め
高
校
の
勉
強
に
も

真
面
目
に
取
り
組
ん
だ
。
何
と
な
く
進

み
た
い
学
部
は
決
ま
っ
て
き
た
が
、志

望
校
は
未
定
だ
っ
た
。

高
校
3
年　

４
月一

般
入
試
に
向
け
て（
私
立
文
系
の
）

国
語
・
英
語
・
日
本
史
の
基
礎
を
固
め
る

勉
強
を
し
た
。
Ａ
Ｏ
入
試
に
向
け
て
自

分
の
活
動
実
績
を
ま
と
め
始
め
、自
分

の
強
み
や
ア
ピ
ー
ル
ポ
イ
ン
ト
、強
化

が
必
要
な
分
野（
私
の
場
合
は
語
学
資

格
の
レ
ベ
ル
）な
ど
も
考
え
始
め
た
。

５
月一

般
入
試
に
必
要
な
科
目
の
基
礎
が

固
ま
り
始
め
て
き
た
。
月
末
の
中
間
試

験
の
た
め
テ
ス
ト
勉
強
が
メ
イ
ン
。

６
月Ａ

Ｏ
入
試
で
必
要
な
ベ
ー
ス
が
完
成
。

実
績
を
整
理
し
、志
望
理
由
用
、ア
ピ
ー

ル
ポ
イ
ン
ト
用
な
ど
に
グ
ル
ー
プ
分
け

し
た
。
並
行
し
て
一
般
入
試
に
向
け
て

の
勉
強
も
。（
７
〜
９
月
は
Ａ
Ｏ
入
試

の
書
類
作
り
、出
願
、本
番
と
Ａ
Ｏ
メ
イ

ン
に
な
る
た
め
、７
月
に
入
る
ま
で
に

一
般
の
勉
強
を
ど
れ
だ
け
高
い
レ
ベ
ル

に
持
っ
て
い
け
る
か
が
大
事
）

７
月出

願
を
翌
月
に
控
え
、Ａ
Ｏ
の
書
類

を
作
り
な
が
ら
ギ
リ
ギ
リ
ま
で
実
績
を

作
っ
て
い
た
。
一
般
入
試
の
勉
強
も
し

て
い
た
が
、メ
イ
ン
は
Ａ
Ｏ
の
資
料
作

り
。（
周
り
の
人
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
も

ら
い
、そ
れ
を
取
り
入
れ
る
こ
と
は
と

て
も
大
切
だ
が
、左
右
さ
れ
す
ぎ
ず
、自

分
を
し
っ
か
り
持
つ
と
い
う
軸
は
意
識

す
る
べ
き
）

８
月Ａ

Ｏ
入
試
で
受
験
す
る
学
校
の
出
願

が
全
て
終
わ
る
。
夏
休
み
は
Ａ
Ｏ
と
一

般
の
勉
強
の
時
間
を
き
っ
ち
り
と
分
け

た
。
朝
７
時
か
ら
夜
10
時
ま
で
食
事
や

休
憩
す
る
時
間
以
外
は
ず
っ
と（
基
本

的
に
一
般
の
）勉
強
を
し
て
い
た
。

９
月面

接
対
策
と
し
て
、聞
か
れ
た
ら
マ

ズ
イ
と
こ
ろ
の
学
び
を
深
め
た
。
基
本

的
に
は
一
般
の
勉
強
を
し
て
い
た
。

10
月第

１
志
望
に
合
格
で
き
た
の
で
、受

験
は
終
了
。
で
も
、そ
れ
ま
で
と
同
様

に
毎
日
閉
館
ま
で
塾
に
行
き
、一
般
教

養
だ
と
思
っ
て
英
語
と
日
本
史
の
勉
強

を
し
て
い
た
。

全
体
を
通
し
て

自
分
の
軸
を
し
っ
か
り

Ａ
Ｏ
入
試
は
、自
分
の
軸
を
し
っ
か

り
持
つ
こ
と
が
、受
験
校
を
決
め
る
と

き
に
も
、書
類
作
り
に
も
、本
番
で
も
大

切
に
な
っ
て
く
る
。
軸
が
ブ
レ
ブ
レ
だ

と
そ
れ
が
面
接
だ
け
で
な
く
書
類
に
も

表
れ
る（
＝
合
格
か
ら
遠
ざ
か
る
）。
Ａ

Ｏ
で
の
受
験
を
考
え
て
い
る
人
は
、Ａ

Ｏ
で
忙
し
く
な
る
７
月
ま
で
に
、一
般

受
験
に
必
要
な
科
目
の
完
成
度
を
高
め

る
こ
と
が
本
当
に
大
切
。

私
は
、高
校
３
年
生
ま
で
受
験
勉
強

に
そ
ん
な
に
力
を
注
い
で
い
な
か
っ
た

の
で
、Ａ
Ｏ
で
忙
し
い
時
期
に
一
般
受

験
の
勉
強
時
間
が
あ
ま
り
取
れ
な
か
っ

た
と
き
、と
て
も
不
安
だ
っ
た
。
あ
と
、

評
定
は
持
っ
て
い
て
損
は
な
い（
む
し

ろ
得
ば
か
り
）な
の
で
、た
と
え
自
分
の

受
験
す
る
学
校
の
出
願
資
格
に
評
定
に

関
す
る
記
載
が
な
く
て
も
頑
張
っ
て
お

い
た
方
が
よ
い
。

Ａ
Ｏ
入
試
で
も
一
般
入
試
で
も
、自

分
が
ど
ん
な
こ
と
が
好
き
で
、何
に
興

味
が
あ
る
か
な
ど
を
日
頃
か
ら
考
え
て

い
る
と
、本
当
に
行
き
た
い
学
校
が
見

つ
か
り
や
す
い
と
思
い
ま
す
！

3
年
生
か
ら
の

Ａ
Ｏ
入
試
対
策

セ
ン
パ
イ
が
こ
っ
そ
り
教
え
る

受
験
成
功
術

受
験
成
功
術

H!P記者（卒）
桐蔭学園高校→
慶応義塾大学
総合政策学部

呉 逸帆
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左記のいずれかの方法で「プレゼント」に入り、希望
するプレゼントを選択し、所定の申し込みフォー
ムに記入してご応募ください。当選者の発表は、賞
品の発送をもって代えさせていただきます。複数
の賞品にまたがって応募できます。

ARアプリ「SATCH  VIEWER」をダウンロード（1ページ参照）。トップ画面の「います
ぐSCAN」をタップしてカメラを起動。中央のプレゼントコーナーマークを読み込むと、
H!Pのホームページにリンクします。

ARアプリをダウンロードする

H!P（エイチピー）公式サイトへ。
http://www.kanagawa-shimbun.jp/hip/
（「エイチピー　神奈川新聞」で検索）

スマートフォン・携帯電話から応募
方法

ハイスクールエイジを応援するフリーマガジンH!P（エイチピー）
035（春）号2018年4月13日発行（季刊、次号は2018年7月6日予定）
［編集・発行］神奈川新聞社クロスメディア営業局 H!P編集部
　　　　　〒231-8445 横浜市中区太田町2-23 MBCビル9F　☎045-227-0825
［編集協力］ 県教育委員会、横浜市教育委員会、川崎市教育委員会、横須賀市教育委員会、県私立中学

高等学校協会
［取　　材］ 山口愛愛、古屋俊一、高校生記者、神奈川新聞社企画推進室
［撮　　影］プラネットワークス
［デザイン］DNA-NY（福田敬道、森陽介、小山亜紀子）
神奈川新聞社のプライバシーポリシーは、小社ホームページ「カナロコ」をご覧ください。
本誌の記事、画像などの無断転載を禁じます。すべての著作権は神奈川新聞社および情報提供者に帰属します。
©2017, Kanagawa Shimbun. All rights reserved.

 放課後ドットコムはみんなで作るコーナーです。今回のお題は「新学期に欲しいもの」でした。次号のお題は「面白い先生、名物先生」。6月11日締め切り。応募はメールでhighschool@kanagawa-np.co.jpへ。

編集後記
　かけがえのないもの。それは「青春」。なんて、その時代から
ン十年もたってしまった者が口にするのは、うらやましいほど
くすぐったい。その時代の経験は二度とない宝物です▶学校内・
学校外に関わらず、何げないところにそのタネはあります。そ
の一つはH!P（エイチピー）の活動です‼　この春卒業した高校
生記者たちに、記者活動をしてよかったことを「メッセージ」と
して寄せてもらいました（13ページ）▶ 彼らと一緒に経験した
ことや、自分自身のこれまでの経験を思い返すと、大事なことは、

うまく書くことよりもまず、よく聞くことではないかと思って
います。新しいことを知るのは、本当に面白い▶知らないこと
は恥ずかしいことではありません。恥ずかしがらないで聞くこ
と。それは大人になっても同じです▶下の高校生記者募集の告
知を見て、少しでも迷ったら、その１歩を踏み出してみませんか。
今回の特集テーマ「世界へ　どこでもドア」と同じく、かけがえ
のないものへの扉は、ここにもあります。（矢野）
　

ツイッターも
やってます！

高校生新聞H!P(エイチピー )編集部
@hipkanagawa

〒231-8445　横浜市中区太田町2-23　神奈川新聞社クロスメディア営業局「H!P」編集部
☎ 045-227-0747　FAX 045-227-0765　Eメール highschool@kanagawa-np.co.jp

●応募方法●

はがきまたは封書またはメール
で次の項目を明記し、
左記の宛先まで送ってください。
①氏名 ②学校名 ③学年 ④住所 
⑤自宅の最寄り駅 ⑥自宅の電話
番号 ⑦携帯電話番号 ⑧携帯のメ
ールアドレス ⑨応募動機（100
～200字程度）

※採用の場合は、応募者ご本人に
直接ご連絡します。

編集会議への出席
／企画の準備・取材
／記事の執筆など
※交通費を支給します

●内 容●

県内に在学の
高校生

●応募資格●

提供：有隣堂提供：有隣堂

マッスルモンスター

新作ミュージカル「KAWAI I  KABUK I  ～ハローキティ
一座の桃太郎～」

指揮・沼尻竜典

新アトラクション「ハシビロGO!」

図書カード（1000円）図書カード（1000円）
応募締切:5月7日（月）

提供：神奈川新聞社提供：神奈川新聞社

提供：神奈川新聞社提供：神奈川新聞社

横浜DeNAベイスターズ横浜DeNAベイスターズ
ホームゲームチケット 5月12日ホームゲームチケット 5月12日
対東京ヤクルト対東京ヤクルト

横浜DeNAベイスターズ横浜DeNAベイスターズ
ホームゲームチケット 5月13日ホームゲームチケット 5月13日
対東京ヤクルト対東京ヤクルト

応募締切:4月30日（月）

応募締切:4月30日（月）

提供：神奈川新聞社提供：神奈川新聞社

川崎フロンターレ　ホームゲーム川崎フロンターレ　ホームゲーム
ホームA自由観戦券ホームA自由観戦券

応募締切:4月30日（月）

提供：よみうりランド提供：よみうりランド
よみうりランド入園券よみうりランド入園券
応募締切:4月30日（月）

提供：相模湖リゾート提供：相模湖リゾート

提供：サンリオピューロランド提供：サンリオピューロランド

さがみ湖リゾート さがみ湖リゾート 
プレジャーフォレスト フリーパスプレジャーフォレスト フリーパス

サンリオピューロランドサンリオピューロランド
パスポートパスポート

応募締切:4月30日（月）

応募締切:4月30日（月）

組

ペア

組

ペア

組

ペア

提供：横浜F・マリノス提供：横浜F・マリノス

提供：神奈川フィルハーモニー管弦楽団提供：神奈川フィルハーモニー管弦楽団

提供：米国大使館提供：米国大使館

提供：米国大使館提供：米国大使館

エイチピーエイチピー

横浜F・マリノス横浜F・マリノス
オフィシャルハンドブック2018オフィシャルハンドブック2018

神奈川フィル定期演奏神奈川フィル定期演奏
5月19日チケット5月19日チケット

トラベルUSAトラベルUSA
（アメリカ旅行ガイド）（アメリカ旅行ガイド）

アメリカ留学ガイド2018、アメリカ留学ガイド2018、
ノート、ポストイットなどノート、ポストイットなど
一式入りバンドファイル一式入りバンドファイル

応募締切:5月7日（月）

応募締切:5月7日（月）

応募締切:5月7日（月）

提供：ビバリー提供：ビバリー

「書けるクリアファイル　「書けるクリアファイル　
アナと雪の女王」アナと雪の女王」

応募締切:5月7日（月）

応募締切:5月7日（月）

人

人

人

人
人

ペア

組

ペア

組

組

ペア

2   

組

ペア

2   

2   

一
緒
に

一
緒
に
H
!
P

H
!
P
を
つ
く
ろ
う
！

を
つ
く
ろ
う
！
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4/7（土）21（土）　5/12（土）26（土）　6/9（土）23（土）
4/14（土）28（土）　5/19（土）　6/2（土）16（土）30（土）
4/14（土）21（土）28（土）　5/12（土）19（土）26（土）　6/2（土）9（土）16（土）23（土）30（土） ※保護者説明会同時開催　

〒221-0835 横浜市神奈川区鶴屋町2-17 相鉄岩崎学園ビル
Tel:045-311-5562

詳しい時間・内容等は各校にお問い合わせ下さい。まずは、進学イベントを体験！ 岩崎学園の専門学校は、全校駅近！

＊在籍者数に対する進路確定者の割合

0800-800-4173
看護師

担任+アドバイザー制で、国試対策、就職も安心

4/21（土）　6/9（土）
5/5（土）

6/9（土）
6/16（土）　7/21（土）

3年制でじっくり深く学べる
岩崎学園東戸塚保育園、岩崎学園新横浜保育園、岩崎学園新横浜第二保育園、岩崎学園附属磯子幼稚園、湘南
やまゆり幼稚園、湯河原町立保育園、横浜市金沢八景保育園、秋葉保育園、神奈川県社会福祉事業団、十愛療
育会、ヨコハマさくら保育園、金沢愛児園、川崎愛児園、久良岐母子福祉会、神奈川県社会福祉事業団、朝日塾、
神明保育園、大庭保育園、すこやか高津保育園、茅ヶ崎もりのこ保育園　ほか多数(順不同)

就職実績

保育士、幼稚園教諭、学童保育支援員

0120-547-730

100.0％
進路確定率
（2017年3月卒業生実績）

デザイン、ゲーム、CG、Web、音楽業界にクリエイターとして就職
（株）アイエンター、（株）エヌ･デザイン、（株）エムエスデー、（株）オフィスて･ら、（株）クロスゲームズ、小松印刷（株）、三松
堂印刷（株）、（株）XEBEC、（株）シグマ映像、Studio51（株）、（株）スマイルカンパニー、（株）セラク、（株）大洋システムテ
クノロジー、（株）デジデリック、（株）東邦プラン、ネイロ（株）、（株）ノア(サウンドスタジオノア)、（株）ヒューマンクレスト、メ
ディア･ビジョン（株）、（株）メンバーズ、YAMAGATA INTECH（株）、六三印刷（株）、　ほか多数(順不同)

就職実績

デザイン、雑貨、イラスト、ゲーム、ＣＧ、Web、音楽

0120-59-1317

体験入学
作品見学＆学校説明会 4/21（土）28（土）　5/12（土）19（土）26（土）　6/2（土）9（土）16（土）23（土）30（土）

4/14（土）21（土）28（土）　5/6（日）12（土）19（土）20（日）26（土）　6/2（土）9（土）16（土）23（土）30（土）
4/14（土）21（土）28（土）　5/12（土）19（土）26（土）　6/2（土）9（土）16（土）23（土）30（土）

4/21（土）28（土）　5/19（土）26（土）　6/9（土）16（土）23（土）

95.6％
進路確定率
（2017年3月卒業生実績）

人気のファッション、美容、ブライダル、アクセサリー関連分野に多数輩出
サンエー･ビーディー、アダストリア、ストライプインターナショナル、髙島屋、マークスタイラー、ユナイテッドアローズ、
Ash、ケンジ、日本ロレアル、Dior、SKⅡ、ソシエ･ワールド、C-LOOP UNITED、たかの友梨ビューティクリニック、資生堂
ジャパン、RMK、TBCグループ、Nail Bar、シーサイドリビエラ、ホテル雅叙園東京、横浜ベイホテル東京、テイクアンド
ギヴ･ニーズ、ホテルニューグランド、ブライダルプロデュース、プリモジャパン　ほか多数（順不同）

就職実績

ファッション、美容師、メイク、エステ、ネイル、ブライダル、アクセサリー

0120-205-561

オープンキャンパス

AO・入試説明会 4/25（水）　5/23（水）　6/13（水）平日保護者説明会
学校説明会

ビギナーズ・リハビリ体験ゼミ
横リハ入試情報サプリ

学校説明会
オープンキャンパス

98.3％
進路確定率＊
（2017年3月卒業生実績）

コンピュータ、IT、ゲーム、VR、スマホアプリ、システム開発、Webデザイン、セキュリティ、ネットワーク、人工知能、IoT、ロボット、
一般事務、販売、簿記

0120-735-562

tel.045-826-7550㈹
0800-800-4508

順天堂大学医学部附属順天堂医院・東海大学医学部付属病院・群馬県立心臓血管センター・神奈川県立病院
機構・（社福）横浜市リハビリテーション事業団・横浜市立みなと赤十字病院・横須賀市立市民病院・平塚病院・麻
生総合病院・伊勢原協同病院・板橋中央総合病院・NTT東日本伊豆病院・海老名総合病院・大船中央病院・金沢
病院・亀田総合病院・川崎幸病院・関東病院・けいゆう病院・国際親善総合病院・済生会若草病院・相模原協同病
院・湘南厚木病院・湘南藤沢徳洲会病院・新戸塚病院・総合川崎臨港病院・総合東京病院・戸田中央総合病院・
戸塚共立リハビリテーション病院・箱根リハビリテーション病院・初台リハビリテーション病院・フジ虎ノ門整形外
科病院・牧田総合病院・町田慶泉病院・横浜新緑総合病院・さいとう整形スポーツクリニック・立場整形外科・緑
園ゆきひろ整形外科・川崎市中部地域療育センター・（老健）レストア横浜・横浜市職員　ほか多数（順不同）

就職実績

伊勢原協同病院、汐田総合病院、青梅市立総合病院、太田総合病院、川崎市立川崎病院、菊名記念病院、国際
医療福祉大学熱海病院、済生会横浜市東部病院、済生会横浜市南部病院、静岡医療センター、静岡県立こど
も病院、湘南鎌倉総合病院、新百合ケ丘総合病院、聖マリアンナ医科大学病院、聖マリアンナ医科大学横浜
市西部病院、総合新川橋病院、東海大学医学部付属八王子病院、東京北医療センター、東芝林間病院、戸塚
共立第2病院、新座志木中央総合病院、日本医科大学付属病院、日本医科大学武蔵小杉病院、東戸塚記念病
院、東大和病院、平塚市民病院、藤沢市民病院、横須賀共済病院、横浜市立大学附属市民総合医療センター、
横浜市立大学付属病院、横浜新都市脳神経外科病院、横浜舞岡病院、  ほか多数(順不同) 

就職実績

理学療法士、作業療法士

理学療法士 97.4％（　　　　）全国平均
90.3％

（厚生労働省発表・新卒）進路確定率
（2017年3月卒業生実績）

100.0％

抜群の国家試験合格率 

安定の病院・医療分野へ手堅い就職
北里大学、東海大学、日本医科大学、国際医療福祉大学、国際医療福祉大学熱海病院、昭和大学、相模原協同病院･
伊勢原協同病院（JA神奈川県厚生連）、横浜新都市脳神経外科病院、東戸塚記念病院、桜ヶ丘中央病院、戸塚共立リ
ハビリテーション病院、菊名記念病院、湘南鎌倉総合病院、済生会横浜市東部病院、相模原中央病院、ときえだ小児
科クリニック、よしかた産婦人科、本鵠沼歯科医院、日生薬局、日立メディカルコンピュータ　ほか多数(順不同)

就職実績

医療事務、小児クラーク、調剤薬局事務、看護助手、医療情報技師、診療情報管理士

0120-423-114

97.1％
進路確定率
（2017年3月卒業生実績）

就職実績

ぐるなび、GMOインターネット、マクセルホールディングス、日立社会情報サービス、日立インフォメーション
エンジニアリング、NTTデータ ジェトロニクス、NTT-ME、日本アイ･ビー･エム テクニカル･ソリューション、富
士通エフ･アイ･ピーDC、ラック、有限責任監査法人トーマツ、富士ソフト、システナ、アイネット、東邦システム
サイエンス、日本旅行、京急システム、元気、キリンテクノシステム、日経統合システム、キヤノンシステムアン
ドサポート、日本ヒューレット･パッカード、ヨドバシカメラ、三井住友銀行、潟上市役所 　ほか多数（順不同）

98.0％
進路確定率
（2017年3月卒業生実績）

100.0％
進路確定率
（2017年3月卒業生実績）

IT技術で確かな就職

オープンキャンパス

保護者説明会

体験イベント
4/21（土）28（土）　5/12（土）26（土）　6/9（土）16（土）23（土）
4/7（土）14（土）　5/19（土）　6/2（土）30（土）
4/7（土）14（土）　5/19（土）26（土）　6/2（土）30（土）
4/14（土）21（土）　5/19（土）　6/2（土）23（土）

AO入学&学校説明会

学校説明会
オープンキャンパス

4/21（土）　6/9（土）　7/14（土）
5/5（土）
6/16（土）　7/21（土）実践看護“入試情報”サプリ

（　　　　）全国平均
83.7％作業療法士 97.6％

横浜実践看護専門学校（職業実践専門課程認定）
横浜保育福祉専門学校（職業実践専門課程認定）

横浜デジタルアーツ専門学校（職業実践専門課程認定）

横浜fカレッジ（職業実践専門課程認定）

情報科学専門学校（職業実践専門課程認定）

横浜リハビリテーション専門学校（職業実践専門課程認定）

横浜医療情報専門学校（職業実践専門課程認定）
オープンキャンパス 4/21（土）28（土）　5/12（土）26（土）　6/2（土）16（土）23（土）　7/7（土）

4/14（土）　5/19（土）　6/9（土）30（土）AO入学&学校説明会

AO入学&学校説明会
体験入学

体験入学




